
議

案

第

号

福

島

県

児

童

福

祉

施

設

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

目

次第

一

章

総

則

（

第

一

条

―

第

二

十

一

条

）

第

二

章

助

産

施

設

（

第

二

十

二

条

―

第

二

十

五

条

）

第

三

章

乳

児

院

（

第

二

十

六

条

―

第

三

十

五

条

）

第

四

章

母

子

生

活

支

援

施

設

（

第

三

十

六

条

―

第

四

十

四

条

）

第

五

章

保

育

所

（

第

四

十

五

条

―

第

五

十

二

条

）



第

六

章

児

童

厚

生

施

設

（

第

五

十

三

条

―

第

五

十

六

条

）

第

七

章

児

童

養

護

施

設

（

第

五

十

七

条

―

第

六

十

六

条

）

第

八

章

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

（

第

六

十

七

条

―

第

七

十

五

条

）

第

九

章

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

（

第

七

十

六

条

―

第

八

十

条

）

第

十

章

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

第

八

十

一

条

―

第

八

十

六

条

）

第

十

一

章

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

第

八

十

七

条

―

第

九

十

条

）

第

十

二

章

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

（

第

九

十

一

条

―

第

九

十

八

条

）

第

十

三

章

児

童

自

立

支

援

施

設

（

第

九

十

九

条

―

第

百

九

条

）



第

十

四

章

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

（

第

百

十

条

―

第

百

十

二

条

）

附

則

第

一

章

総

則

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

児

童

福

祉

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

六

十

四

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

四

十

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

児

童

福

祉

施

設

（

法

第

七

条

第

一

項

の

児

童

福

祉

施

設

の

う

ち

知

事

の

監

督

に

属

す

る

も

の

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

（

以

下

「

最

低

基

準

」

と

い

う

。

）

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。



（

用

語

）

第

二

条

こ

の

条

例

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

は

、

法

、

児

童

福

祉

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

三

年

政

令

第

七

十

四

号

）

、

児

童

福

祉

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

三

年

厚

生

省

令

第

十

一

号

）

、

児

童

福

祉

施

設

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

（

昭

和

二

十

三

年

厚

生

省

令

第

六

十

三

号

。

以

下

「

基

準

省

令

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

（

最

低

基

準

の

目

的

）

第

三

条

最

低

基

準

は

、

児

童

福

祉

施

設

に

入

所

し

て

い

る

者

が

、

明

る

く

て

、

衛

生

的

な

環

境

に

お

い

て

、

素

養

が

あ

り

、

か

つ

、

適

切

な

訓

練

を

受

け

た

職

員

の

指

導

に

よ

り

、

心

身

と

も

に

健

や

か



に

し

て

、

社

会

に

適

応

す

る

よ

う

に

育

成

さ

れ

る

こ

と

を

保

障

す

る

も

の

と

す

る

。

（

最

低

基

準

の

向

上

）

第

四

条

知

事

は

、

社

会

福

祉

法

（

昭

和

二

十

六

年

法

律

第

四

十

五

号

）

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

設

置

さ

れ

た

福

島

県

社

会

福

祉

審

議

会

条

例

（

平

成

十

二

年

福

島

県

条

例

第

三

十

三

号

）

第

二

条

の

福

島

県

社

会

福

祉

審

議

会

の

意

見

を

聴

き

、

児

童

福

祉

施

設

に

対

し

、

最

低

基

準

を

超

え

て

、

そ

の

設

備

及

び

運

営

を

向

上

さ

せ

る

よ

う

に

勧

告

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

２

県

は

、

児

童

福

祉

施

設

の

質

の

向

上

が

図

ら

れ

る

よ

う

、

常

に

最

低

基

準

の

見

直

し

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。



（

最

低

基

準

と

児

童

福

祉

施

設

）

第

五

条

児

童

福

祉

施

設

は

、

最

低

基

準

を

超

え

て

、

常

に

そ

の

設

備

及

び

運

営

を

向

上

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

最

低

基

準

を

超

え

て

、

設

備

を

有

し

、

又

は

運

営

を

し

て

い

る

児

童

福

祉

施

設

に

お

い

て

は

、

最

低

基

準

を

理

由

と

し

て

、

そ

の

設

備

又

は

運

営

を

低

下

さ

せ

て

は

な

ら

な

い

。

（

児

童

福

祉

施

設

の

一

般

原

則

）

第

六

条

児

童

福

祉

施

設

は

、

入

所

し

て

い

る

者

の

人

権

に

十

分

配

慮

す

る

と

と

も

に

、

一

人

一

人

の

人

格

を

尊

重

し

て

、

そ

の

運

営

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



２

児

童

福

祉

施

設

は

、

地

域

社

会

と

の

交

流

及

び

連

携

を

図

り

、

児

童

の

保

護

者

及

び

地

域

社

会

に

対

し

、

当

該

児

童

福

祉

施

設

の

運

営

の

内

容

を

適

切

に

説

明

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

児

童

福

祉

施

設

は

、

そ

の

運

営

の

内

容

に

つ

い

て

、

自

ら

評

価

を

行

い

、

そ

の

結

果

を

公

表

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

児

童

福

祉

施

設

に

は

、

法

に

定

め

る

そ

れ

ぞ

れ

の

施

設

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

必

要

な

設

備

を

設

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

児

童

福

祉

施

設

の

構

造

設

備

は

、

採

光

、

換

気

等

入

所

し

て

い

る

者

の

保

健

衛

生

及

び

こ

れ

ら

の

者

に

対

す

る

危

害

防

止

に

十

分

な

考

慮

を

払

っ

て

設

け

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

児

童

福

祉

施

設

と

非

常

災

害

）

第

七

条

児

童

福

祉

施

設

に

お

い

て

は

、

軽

便

消

火

器

等

の

消

火

用

具

、

非

常

口

そ

の

他

非

常

災

害

に

必

要

な

設

備

を

設

け

る

と

と

も

に

、

当

該

児

童

福

祉

施

設

の

置

か

れ

た

状

況

に

よ

り

、

火

災

、

風

水

害

、

地

震

、

津

波

そ

の

他

の

災

害

の

態

様

ご

と

に

非

常

災

害

に

対

す

る

具

体

的

計

画

を

立

て

、

こ

れ

に

対

す

る

不

断

の

注

意

と

訓

練

を

す

る

よ

う

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

訓

練

の

う

ち

、

避

難

及

び

消

火

に

対

す

る

訓

練

は

、

少

な

く

と

も

毎

月

一

回

は

、

こ

れ

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

児

童

福

祉

施

設

に

お

け

る

職

員

の

一

般

的

要

件

）

CO892310
ハイライト表示



第

八

条

児

童

福

祉

施

設

に

入

所

し

て

い

る

者

の

保

護

に

従

事

す

る

職

員

は

、

健

全

な

心

身

を

有

し

、

豊

か

な

人

間

性

と

倫

理

観

を

備

え

、

児

童

福

祉

事

業

に

熱

意

の

あ

る

者

で

あ

っ

て

、

で

き

る

限

り

児

童

福

祉

事

業

の

理

論

及

び

実

際

に

つ

い

て

訓

練

を

受

け

た

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

の

知

識

及

び

技

能

の

向

上

等

）

第

九

条

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

は

、

常

に

自

己

研

鑽

に

励

み

、

法

に

定

め

る

そ

れ

ぞ

れ

の

施

設

の

目

さ

ん

的

を

達

成

す

る

た

め

に

必

要

な

知

識

及

び

技

能

の

修

得

、

維

持

及

び

向

上

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

児

童

福

祉

施

設

は

、

職

員

に

対

し

、

そ

の

資

質

の

向

上

の

た

め

の

研

修

の

機

会

を

確

保

し

な

け

れ



ば

な

ら

な

い

。

（

他

の

社

会

福

祉

施

設

を

併

せ

て

設

置

す

る

と

き

の

設

備

及

び

職

員

の

基

準

）

第

十

条

児

童

福

祉

施

設

は

、

他

の

社

会

福

祉

施

設

を

併

せ

て

設

置

す

る

と

き

は

、

必

要

に

応

じ

当

該

児

童

福

祉

施

設

の

設

備

及

び

職

員

の

一

部

を

併

せ

て

設

置

す

る

社

会

福

祉

施

設

の

設

備

及

び

職

員

に

兼

ね

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

入

所

し

て

い

る

者

の

居

室

及

び

各

施

設

に

特

有

の

設

備

並

び

に

入

所

し

て

い

る

者

の

保

護

に

直

接

従

事

す

る

職

員

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

入

所

し

た

者

を

平

等

に

取

り

扱

う

原

則

）

第

十

一

条

児

童

福

祉

施

設

に

お

い

て

は

、

入

所

し

て

い

る

者

の

国

籍

、

信

条

、

社

会

的

身

分

又

は

入



所

に

要

す

る

費

用

を

負

担

す

る

か

否

か

に

よ

っ

て

、

差

別

的

取

扱

い

を

し

て

は

な

ら

な

い

。

（

虐

待

等

の

禁

止

）

第

十

二

条

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

は

、

入

所

中

の

児

童

に

対

し

、

法

第

三

十

三

条

の

十

各

号

に

掲

げ

る

行

為

そ

の

他

当

該

児

童

の

心

身

に

有

害

な

影

響

を

与

え

る

行

為

を

し

て

は

な

ら

な

い

。

（

懲

戒

に

係

る

権

限

の

濫

用

禁

止

）

第

十

三

条

児

童

福

祉

施

設

の

長

は

、

入

所

中

の

児

童

等

（

法

第

三

十

三

条

の

七

に

規

定

す

る

児

童

等

を

い

う

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

対

し

法

第

四

十

七

条

第

一

項

本

文

の

規

定

に

よ

り

親

権

を

行

う

場

合

で

あ

っ

て

懲

戒

す

る

と

き

又

は

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

懲

戒

に

関

し

そ

の

児

童



等

の

福

祉

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

採

る

と

き

は

、

身

体

的

苦

痛

を

与

え

、

人

格

を

辱

め

る

等

そ

の

権

限

を

濫

用

し

て

は

な

ら

な

い

。

（

衛

生

管

理

等

）

第

十

四

条

児

童

福

祉

施

設

は

、

児

童

福

祉

施

設

に

入

所

し

て

い

る

者

の

使

用

す

る

設

備

、

食

器

又

は

飲

用

に

供

す

る

水

に

つ

い

て

は

、

衛

生

的

な

管

理

に

努

め

、

又

は

衛

生

上

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

児

童

福

祉

施

設

は

、

当

該

児

童

福

祉

施

設

に

お

い

て

感

染

症

若

し

く

は

食

中

毒

が

発

生

し

、

又

は

ま

ん

延

し

な

い

よ

う

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



３

児

童

福

祉

施

設

（

助

産

施

設

、

保

育

所

及

び

児

童

厚

生

施

設

を

除

く

。

）

に

お

い

て

は

、

入

所

し

て

い

る

者

の

希

望

等

を

勘

案

し

、

清

潔

を

維

持

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

適

切

に

、

入

所

し

て

い

る

者

を

入

浴

さ

せ

、

又

は

清

し

き

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

児

童

福

祉

施

設

に

は

、

必

要

な

医

薬

品

そ

の

他

の

医

療

品

を

備

え

る

と

と

も

に

、

そ

れ

ら

の

管

理

を

適

正

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

食

事

）

第

十

五

条

児

童

福

祉

施

設

（

助

産

施

設

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

お

い

て

、

入

所

し

て

い

る

者

に

食

事

を

提

供

す

る

と

き

は

、

当

該

児

童

福

祉

施

設

内

で

調

理

す

る

方

法

（

第

十

条



の

規

定

に

よ

り

、

当

該

児

童

福

祉

施

設

の

調

理

室

を

兼

ね

て

い

る

他

の

社

会

福

祉

施

設

の

調

理

室

に

お

い

て

調

理

す

る

方

法

を

含

む

。

）

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

児

童

福

祉

施

設

に

お

い

て

、

入

所

し

て

い

る

者

に

食

事

を

提

供

す

る

と

き

は

、

そ

の

献

立

は

、

で

き

る

限

り

、

変

化

に

富

み

、

入

所

し

て

い

る

者

の

健

全

な

発

育

に

必

要

な

栄

養

量

を

含

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

食

事

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

ほ

か

、

食

品

の

種

類

及

び

調

理

方

法

に

つ

い

て

栄

養

並

び

に

入

所

し

て

い

る

者

の

身

体

的

状

況

及

び

嗜

好

を

考

慮

し

た

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

４

調

理

は

、

あ

ら

か

じ

め

作

成

さ

れ

た

献

立

に

従

っ

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

少

数



の

児

童

を

対

象

と

し

て

家

庭

的

な

環

境

の

下

で

調

理

す

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

５

児

童

福

祉

施

設

は

、

児

童

の

健

康

な

生

活

の

基

本

と

し

て

の

食

を

営

む

力

の

育

成

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

入

所

し

た

者

及

び

職

員

の

健

康

診

断

）

第

十

六

条

児

童

福

祉

施

設

（

児

童

厚

生

施

設

及

び

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

を

除

く

。

第

四

項

を

除

き

、

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

長

は

、

入

所

し

た

者

に

対

し

、

入

所

時

の

健

康

診

断

、

少

な

く

と

も

一

年

に

二

回

の

定

期

健

康

診

断

及

び

臨

時

の

健

康

診

断

を

、

学

校

保

健

安

全

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

五

十

六

号

）

に

規

定

す

る

健

康

診

断

に

準

じ

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



２

児

童

福

祉

施

設

の

長

は

、

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

健

康

診

断

が

行

わ

れ

た

場

合

で

あ

っ

て

、

当

該

健

康

診

断

が

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

健

康

診

断

の

全

部

又

は

一

部

に

相

当

す

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

同

欄

に

掲

げ

る

健

康

診

断

の

全

部

又

は

一

部

を

行

わ

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

児

童

福

祉

施

設

の

長

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

健

康

診

断

の

結

果

を

把

握

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

児

童

相

談

所

等

に

お

け

る

児

童

の

入

所

前

の

入

所

し

た

児

童

に

対

す

る

入

所

時

の

健

康

診

健

康

診

断

断

児

童

が

通

学

す

る

学

校

に

お

け

る

健

康

診

断

定

期

の

健

康

診

断

又

は

臨

時

の

健

康

診

断



３

第

一

項

の

健

康

診

断

を

し

た

医

師

は

、

そ

の

結

果

必

要

な

事

項

を

母

子

健

康

手

帳

又

は

入

所

し

た

者

の

健

康

を

記

録

す

る

表

に

記

入

す

る

と

と

も

に

、

必

要

に

応

じ

入

所

の

措

置

又

は

助

産

の

実

施

、

母

子

保

護

の

実

施

若

し

く

は

保

育

の

実

施

を

解

除

又

は

停

止

す

る

等

必

要

な

手

続

を

と

る

こ

と

を

、

児

童

福

祉

施

設

の

長

に

勧

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

の

健

康

診

断

に

当

た

っ

て

は

、

特

に

入

所

し

て

い

る

者

の

食

事

を

調

理

す

る

者

に

つ

き

、

綿

密

な

注

意

を

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

給

付

金

と

し

て

支

払

を

受

け

た

金

銭

の

管

理

）



第

十

七

条

乳

児

院

、

児

童

養

護

施

設

、

障

害

児

入

所

施

設

、

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

及

び

児

童

自

立

支

援

施

設

は

、

当

該

施

設

の

設

置

者

が

入

所

中

の

児

童

に

係

る

基

準

省

令

第

十

二

条

の

二

の

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

給

付

金

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

単

に

「

給

付

金

」

と

い

う

。

）

の

支

給

を

受

け

た

と

き

は

、

給

付

金

と

し

て

支

払

を

受

け

た

金

銭

を

次

に

掲

げ

る

と

こ

ろ

に

よ

り

管

理

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

当

該

児

童

に

係

る

当

該

金

銭

及

び

こ

れ

に

準

ず

る

も

の

（

こ

れ

ら

の

運

用

に

よ

り

生

じ

た

収

益

を

含

む

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

児

童

に

係

る

金

銭

」

と

い

う

。

）

を

そ

の

他

の

財

産

と

区

分

す

る

こ

と

。



二

児

童

に

係

る

金

銭

を

給

付

金

の

支

給

の

趣

旨

に

従

っ

て

用

い

る

こ

と

。

三

児

童

に

係

る

金

銭

の

収

支

の

状

況

を

明

ら

か

に

す

る

帳

簿

を

整

備

す

る

こ

と

。

四

当

該

児

童

が

退

所

し

た

場

合

に

は

、

速

や

か

に

、

児

童

に

係

る

金

銭

を

当

該

児

童

に

取

得

さ

せ

る

こ

と

。

（

児

童

福

祉

施

設

内

部

の

規

程

）

第

十

八

条

児

童

福

祉

施

設

に

お

い

て

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

の

う

ち

必

要

な

事

項

に

つ

き

規

程

を

設

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

入

所

す

る

者

の

援

助

に

関

す

る

事

項



二

そ

の

他

施

設

の

管

理

に

つ

い

て

の

重

要

事

項

（

児

童

福

祉

施

設

に

備

え

る

帳

簿

）

第

十

九

条

児

童

福

祉

施

設

に

は

、

職

員

、

財

産

、

収

支

及

び

入

所

し

て

い

る

者

の

処

遇

の

状

況

を

明

ら

か

に

す

る

帳

簿

を

整

備

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

秘

密

保

持

等

）

第

二

十

条

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

は

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

そ

の

業

務

上

知

り

得

た

利

用

者

又

は

そ

の

家

族

の

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

。

２

児

童

福

祉

施

設

は

、

職

員

で

あ

っ

た

者

が

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

そ

の

業

務

上

知

り

得

た

利

用



者

又

は

そ

の

家

族

の

秘

密

を

漏

ら

す

こ

と

が

な

い

よ

う

、

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

苦

情

へ

の

対

応

）

第

二

十

一

条

児

童

福

祉

施

設

は

、

そ

の

行

っ

た

援

助

に

関

す

る

入

所

し

て

い

る

者

又

は

そ

の

保

護

者

等

か

ら

の

苦

情

に

迅

速

か

つ

適

切

に

対

応

す

る

た

め

に

、

苦

情

を

受

け

付

け

る

た

め

の

窓

口

を

設

置

す

る

等

の

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

乳

児

院

、

児

童

養

護

施

設

、

障

害

児

入

所

施

設

、

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

、

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

及

び

児

童

自

立

支

援

施

設

は

、

前

項

の

必

要

な

措

置

と

し

て

、

苦

情

の

公

正

な

解

決

を

図

る

た

め

に

、

苦

情

の

解

決

に

当

た

っ

て

当

該

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

以

外

の

者

を

関

与

さ

せ

な

け

れ



ば

な

ら

な

い

。

３

児

童

福

祉

施

設

は

、

そ

の

行

っ

た

援

助

に

関

し

、

当

該

措

置

又

は

助

産

の

実

施

、

母

子

保

護

の

実

施

若

し

く

は

保

育

の

実

施

に

係

る

県

又

は

市

町

村

か

ら

指

導

又

は

助

言

を

受

け

た

場

合

は

、

当

該

指

導

又

は

助

言

に

従

っ

て

必

要

な

改

善

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

児

童

福

祉

施

設

は

、

社

会

福

祉

法

第

八

十

三

条

に

規

定

す

る

運

営

適

正

化

委

員

会

が

行

う

同

法

第

八

十

五

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

調

査

に

で

き

る

限

り

協

力

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

二

章

助

産

施

設

（

種

類

）



第

二

十

二

条

助

産

施

設

は

、

第

一

種

助

産

施

設

及

び

第

二

種

助

産

施

設

と

す

る

。

２

第

一

種

助

産

施

設

と

は

、

医

療

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

二

百

五

号

）

の

病

院

又

は

診

療

所

で

あ

る

助

産

施

設

を

い

う

。

３

第

二

種

助

産

施

設

と

は

、

医

療

法

の

助

産

所

で

あ

る

助

産

施

設

を

い

う

。

（

入

所

さ

せ

る

妊

産

婦

）

第

二

十

三

条

助

産

施

設

に

は

、

法

第

二

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

妊

産

婦

を

入

所

さ

せ

て

、

な

お

余

裕

の

あ

る

と

き

は

、

そ

の

他

の

妊

産

婦

を

入

所

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

第

二

種

助

産

施

設

の

職

員

）



第

二

十

四

条

第

二

種

助

産

施

設

に

は

、

医

療

法

に

規

定

す

る

職

員

の

ほ

か

、

一

人

以

上

の

専

任

又

は

嘱

託

の

助

産

師

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

第

二

種

助

産

施

設

の

嘱

託

医

は

、

産

婦

人

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

第

二

種

助

産

施

設

と

異

常

分

べ

ん

）

第

二

十

五

条

第

二

種

助

産

施

設

に

入

所

し

た

妊

婦

が

、

産

科

手

術

を

必

要

と

す

る

異

常

分

べ

ん

を

す

る

お

そ

れ

の

あ

る

と

き

は

、

第

二

種

助

産

施

設

の

長

は

、

速

や

か

に

こ

れ

を

第

一

種

助

産

施

設

そ

の

他

適

当

な

病

院

又

は

診

療

所

に

入

所

さ

せ

る

手

続

を

と

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

応

急

の



処

置

を

要

す

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

第

三

章

乳

児

院

（

設

備

の

基

準

）

第

二

十

六

条

乳

児

院

（

乳

児

又

は

幼

児

（

以

下

「

乳

幼

児

」

と

い

う

。

）

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

乳

児

院

を

除

く

。

）

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

寝

室

、

観

察

室

、

診

察

室

、

病

室

、

ほ

ふ

く

室

、

相

談

室

、

調

理

室

、

浴

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

二

寝

室

の

面

積

は

、

乳

幼

児

一

人

に

つ

き

二

・

四

七

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

こ

と

。



三

観

察

室

の

面

積

は

、

乳

児

一

人

に

つ

き

一

・

六

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

こ

と

。

第

二

十

七

条

乳

幼

児

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

乳

児

院

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

乳

幼

児

の

養

育

の

た

め

の

専

用

の

室

及

び

相

談

室

を

設

け

る

こ

と

。

二

乳

幼

児

の

養

育

の

た

め

の

専

用

の

室

の

面

積

は

、

一

室

に

つ

き

九

・

九

一

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

し

、

乳

幼

児

一

人

に

つ

き

二

・

四

七

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

二

十

八

条

乳

児

院

（

乳

幼

児

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

乳

児

院

を

除

く

。

）

に

は

、

小

児

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

医

師

又

は

嘱

託

医

、

看

護

師

、

個

別

対

応

職

員

、

家

庭

支

援

専

門

相

談



員

、

栄

養

士

及

び

調

理

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

２

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

は

、

社

会

福

祉

士

若

し

く

は

精

神

保

健

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

、

乳

児

院

に

お

い

て

乳

幼

児

の

養

育

に

五

年

以

上

従

事

し

た

者

又

は

法

第

十

三

条

第

二

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

心

理

療

法

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

乳

幼

児

又

は

そ

の

保

護

者

十

人

以

上

に

心

理

療

法

を

行

う

場

合

に

は

、

心

理

療

法

担

当

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

心

理

療

法

担

当

職

員

は

、

学

校

教

育

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

の

規

定

に

よ

る

大



学

の

学

部

で

、

心

理

学

を

専

修

す

る

学

科

若

し

く

は

こ

れ

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

で

あ

っ

て

、

個

人

及

び

集

団

心

理

療

法

の

技

術

を

有

す

る

も

の

又

は

こ

れ

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

ら

れ

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

看

護

師

の

数

は

、

乳

児

及

び

満

二

歳

に

満

た

な

い

幼

児

お

お

む

ね

一

・

六

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

満

二

歳

以

上

満

三

歳

に

満

た

な

い

幼

児

お

お

む

ね

二

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

満

三

歳

以

上

の

幼

児

お

お

む

ね

四

人

に

つ

き

一

人

以

上

（

こ

れ

ら

の

合

計

数

が

七

人

未

満

で

あ

る

と

き

は

、

七

人

以

上

）

と

す

る

。

６

看

護

師

は

、

保

育

士

又

は

児

童

指

導

員

（

児

童

の

生

活

指

導

を

行

う

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）



を

も

っ

て

こ

れ

に

代

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

乳

幼

児

十

人

の

乳

児

院

に

は

二

人

以

上

、

乳

幼

児

が

十

人

を

超

え

る

場

合

は

、

お

お

む

ね

十

人

増

す

ご

と

に

一

人

以

上

看

護

師

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

７

前

項

に

規

定

す

る

保

育

士

の

ほ

か

、

乳

幼

児

二

十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

は

、

保

育

士

を

一

人

以

上

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

二

十

九

条

乳

幼

児

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

乳

児

院

に

は

、

嘱

託

医

、

看

護

師

、

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

及

び

調

理

員

又

は

こ

れ

に

代

わ

る

べ

き

者

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

看

護

師

の

数

は

、

七

人

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

そ

の

一

人

を

除

き

、

保

育

士

又

は

児

童

指

導

員



を

も

っ

て

こ

れ

に

代

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

乳

児

院

の

長

の

資

格

等

）

第

三

十

条

乳

児

院

の

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

か

つ

、

基

準

省

令

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

乳

児

院

の

運

営

に

関

し

必

要

な

知

識

を

習

得

さ

せ

る

た

め

の

研

修

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

人

格

が

高

潔

で

識

見

が

高

く

、

乳

児

院

を

適

切

に

運

営

す

る

能

力

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

医

師

で

あ

っ

て

、

小

児

保

健

に

関

し

て

学

識

経

験

を

有

す

る

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者



三

乳

児

院

の

職

員

と

し

て

三

年

以

上

勤

務

し

た

者

四

知

事

が

前

三

号

に

掲

げ

る

者

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

る

者

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

三

年

以

上

で

あ

る

も

の

又

は

基

準

省

令

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

四

号

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

講

習

会

の

課

程

を

修

了

し

た

も

の

ア

児

童

福

祉

司

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

児

童

福

祉

事

業

（

国

、

都

道

府

県

又

は

市

町

村

の

内

部

組

織

に

お

け

る

児

童

福

祉

に

関

す

る

事

務

を

含

む

。

）

に

従

事

し

た

期

間

イ

社

会

福

祉

主

事

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

社

会

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

期

間

ウ

社

会

福

祉

施

設

の

職

員

と

し

て

勤

務

し

た

期

間

（

ア

又

は

イ

に

掲

げ

る

期

間

に

該

当

す

る

期



間

を

除

く

。

）

２

乳

児

院

の

長

は

、

二

年

に

一

回

以

上

、

そ

の

資

質

の

向

上

の

た

め

の

基

準

省

令

第

二

十

二

条

の

二

第

二

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

研

修

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

養

育

）

第

三

十

一

条

乳

児

院

に

お

け

る

養

育

は

、

乳

幼

児

の

心

身

及

び

社

会

性

の

健

全

な

発

達

を

促

進

し

、

そ

の

人

格

の

形

成

に

資

す

る

こ

と

と

な

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

養

育

の

内

容

は

、

乳

幼

児

の

年

齢

及

び

発

達

の

段

階

に

応

じ

て

必

要

な

授

乳

、

食

事

、

排

せ

つ

、



も

く

浴

、

入

浴

、

外

気

浴

、

睡

眠

、

遊

び

及

び

運

動

の

ほ

か

、

健

康

状

態

の

把

握

、

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

健

康

診

断

及

び

必

要

に

応

じ

行

う

感

染

症

等

の

予

防

処

置

を

含

む

も

の

と

す

る

。

３

乳

児

院

に

お

け

る

家

庭

環

境

の

調

整

は

、

乳

幼

児

の

家

庭

の

状

況

に

応

じ

、

親

子

関

係

の

再

構

築

等

が

図

ら

れ

る

よ

う

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

乳

児

の

観

察

）

第

三

十

二

条

乳

児

院

（

乳

幼

児

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

乳

児

院

を

除

く

。

）

に

お

い

て

は

、

乳

児

が

入

所

し

た

日

か

ら

、

医

師

又

は

嘱

託

医

が

適

当

と

認

め

た

期

間

、

こ

れ

を

観

察

室

に

入

室

さ

せ

、

そ

の

心

身

の

状

況

を

観

察

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

自

立

支

援

計

画

の

策

定

）

第

三

十

三

条

乳

児

院

の

長

は

、

第

三

十

一

条

第

一

項

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

入

所

中

の

個

々

の

乳

幼

児

に

つ

い

て

、

乳

幼

児

や

そ

の

家

庭

の

状

況

等

を

勘

案

し

て

、

そ

の

自

立

を

支

援

す

る

た

め

の

計

画

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

業

務

の

質

の

評

価

等

）

第

三

十

四

条

乳

児

院

は

、

自

ら

そ

の

行

う

法

第

三

十

七

条

に

規

定

す

る

業

務

の

質

の

評

価

を

行

う

と

と

も

に

、

定

期

的

に

外

部

の

者

に

よ

る

評

価

を

受

け

て

、

そ

れ

ら

の

結

果

を

公

表

し

、

常

に

そ

の

改

善

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

関

係

機

関

と

の

連

携

）

第

三

十

五

条

乳

児

院

の

長

は

、

児

童

相

談

所

及

び

必

要

に

応

じ

児

童

委

員

、

保

健

所

、

市

町

村

保

健

セ

ン

タ

ー

等

関

係

機

関

と

密

接

に

連

携

し

て

乳

幼

児

の

養

育

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

に

当

た

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

四

章

母

子

生

活

支

援

施

設

（

設

備

の

基

準

）

第

三

十

六

条

母

子

生

活

支

援

施

設

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

母

子

室

、

集

会

、

学

習

等

を

行

う

室

及

び

相

談

室

を

設

け

る

こ

と

。



二

母

子

室

は

、

こ

れ

に

調

理

設

備

、

浴

室

及

び

便

所

を

設

け

る

も

の

と

し

、

一

世

帯

に

つ

き

一

室

以

上

と

す

る

こ

と

。

三

母

子

室

の

面

積

は

、

三

十

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

こ

と

。

四

乳

幼

児

を

入

所

さ

せ

る

母

子

生

活

支

援

施

設

に

は

、

付

近

に

あ

る

保

育

所

又

は

児

童

厚

生

施

設

が

利

用

で

き

な

い

等

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

保

育

所

に

準

ず

る

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

五

乳

幼

児

三

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

母

子

生

活

支

援

施

設

に

は

、

静

養

室

を

、

乳

幼

児

三

十

人

以

上

を

入

所

さ

せ

る

母

子

生

活

支

援

施

設

に

は

、

医

務

室

及

び

静

養

室

を

設

け

る

こ

と

。

（

職

員

）



第

三

十

七

条

母

子

生

活

支

援

施

設

に

は

、

母

子

支

援

員

（

母

子

生

活

支

援

施

設

に

お

い

て

母

子

の

生

活

支

援

を

行

う

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

嘱

託

医

、

少

年

を

指

導

す

る

職

員

及

び

調

理

員

又

は

こ

れ

に

代

わ

る

べ

き

者

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

心

理

療

法

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

母

子

十

人

以

上

に

心

理

療

法

を

行

う

場

合

に

は

、

心

理

療

法

担

当

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

心

理

療

法

担

当

職

員

は

、

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

心

理

学

を

専

修

す

る

学

科

若

し

く

は

こ

れ

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

で

あ

っ

て

、

個

人

及

び

集

団

心

理

療

法

の

技

術

を

有

す

る

も

の

又

は

こ

れ

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

ら

れ

る

者

で

な

け

れ

ば

な



ら

な

い

。

４

配

偶

者

か

ら

の

暴

力

を

受

け

た

こ

と

等

に

よ

り

個

別

に

特

別

な

支

援

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

母

子

に

当

該

支

援

を

行

う

場

合

に

は

、

個

別

対

応

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

母

子

支

援

員

の

数

は

、

母

子

十

世

帯

以

上

二

十

世

帯

未

満

を

入

所

さ

せ

る

母

子

生

活

支

援

施

設

に

お

い

て

は

二

人

以

上

、

母

子

二

十

世

帯

以

上

を

入

所

さ

せ

る

母

子

生

活

支

援

施

設

に

お

い

て

は

三

人

以

上

と

す

る

。

６

少

年

を

指

導

す

る

職

員

の

数

は

、

母

子

二

十

世

帯

以

上

を

入

所

さ

せ

る

母

子

生

活

支

援

施

設

に

お

い

て

は

、

二

人

以

上

と

す

る

。



（

母

子

生

活

支

援

施

設

の

長

の

資

格

等

）

第

三

十

八

条

母

子

生

活

支

援

施

設

の

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

か

つ

、

基

準

省

令

第

二

十

七

条

の

二

第

一

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

母

子

生

活

支

援

施

設

の

運

営

に

関

し

必

要

な

知

識

を

習

得

さ

せ

る

た

め

の

研

修

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

人

格

が

高

潔

で

識

見

が

高

く

、

母

子

生

活

支

援

施

設

を

適

切

に

運

営

す

る

能

力

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

医

師

で

あ

っ

て

、

精

神

保

健

又

は

小

児

保

健

に

関

し

て

学

識

経

験

を

有

す

る

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

母

子

生

活

支

援

施

設

の

職

員

と

し

て

三

年

以

上

勤

務

し

た

者



四

知

事

が

前

三

号

に

掲

げ

る

者

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

る

者

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

三

年

以

上

で

あ

る

も

の

又

は

基

準

省

令

第

二

十

七

条

の

二

第

一

項

第

四

号

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

講

習

会

の

課

程

を

修

了

し

た

も

の

ア

児

童

福

祉

司

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

児

童

福

祉

事

業

（

国

、

都

道

府

県

又

は

市

町

村

の

内

部

組

織

に

お

け

る

児

童

福

祉

に

関

す

る

事

務

を

含

む

。

）

に

従

事

し

た

期

間

イ

社

会

福

祉

主

事

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

社

会

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

期

間

ウ

社

会

福

祉

施

設

の

職

員

と

し

て

勤

務

し

た

期

間

（

ア

又

は

イ

に

掲

げ

る

期

間

に

該

当

す

る

期

間

を

除

く

。

）



２

母

子

生

活

支

援

施

設

の

長

は

、

二

年

に

一

回

以

上

、

そ

の

資

質

の

向

上

の

た

め

の

基

準

省

令

第

二

十

七

条

の

二

第

二

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

研

修

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

母

子

支

援

員

の

資

格

）

第

三

十

九

条

母

子

支

援

員

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

基

準

省

令

第

二

十

八

条

第

一

号

の

地

方

厚

生

局

長

又

は

地

方

厚

生

支

局

長

(

以

下

「

地

方

厚

生

局

長

等

」

と

い

う

。

)

の

指

定

す

る

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

を

養

成

す

る

学

校

そ

の

他

の

養

成

施

設

を

卒

業

し

た

者



二

保

育

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

四

精

神

保

健

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

五

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

高

等

学

校

若

し

く

は

中

等

教

育

学

校

を

卒

業

し

た

者

、

同

法

第

九

十

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

若

し

く

は

通

常

の

課

程

に

よ

る

十

二

年

の

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

（

通

常

の

課

程

以

外

の

課

程

に

よ

り

こ

れ

に

相

当

す

る

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

を

含

む

。

）

又

は

基

準

省

令

第

二

十

八

条

第

五

号

の

文

部

科

学

大

臣

が

こ

れ

と

同

等

以

上

の

資

格

を

有

す

る

と

認

定

し

た

者

で

あ

っ

て

、

二

年

以

上

児

童

福

祉

事

業

に

従

事

し

た



も

の

（

生

活

支

援

）

第

四

十

条

母

子

生

活

支

援

施

設

に

お

け

る

生

活

支

援

は

、

母

子

を

共

に

入

所

さ

せ

る

施

設

の

特

性

を

生

か

し

つ

つ

、

親

子

関

係

の

再

構

築

等

及

び

退

所

後

の

生

活

の

安

定

が

図

ら

れ

る

よ

う

、

個

々

の

母

子

の

家

庭

生

活

及

び

稼

働

の

状

況

に

応

じ

、

就

労

、

家

庭

生

活

及

び

児

童

の

養

育

に

関

す

る

相

談

、

助

言

及

び

指

導

並

び

に

関

係

機

関

と

の

連

絡

調

整

を

行

う

等

の

支

援

に

よ

り

、

そ

の

自

立

の

促

進

を

目

的

と

し

、

か

つ

、

そ

の

私

生

活

を

尊

重

し

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

自

立

支

援

計

画

の

策

定

）



第

四

十

一

条

母

子

生

活

支

援

施

設

の

長

は

、

前

条

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

入

所

中

の

個

々

の

母

子

に

つ

い

て

、

母

子

や

そ

の

家

庭

の

状

況

等

を

勘

案

し

て

、

そ

の

自

立

を

支

援

す

る

た

め

の

計

画

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

業

務

の

質

の

評

価

等

）

第

四

十

二

条

母

子

生

活

支

援

施

設

は

、

自

ら

そ

の

行

う

法

第

三

十

八

条

に

規

定

す

る

業

務

の

質

の

評

価

を

行

う

と

と

も

に

、

定

期

的

に

外

部

の

者

に

よ

る

評

価

を

受

け

て

、

そ

れ

ら

の

結

果

を

公

表

し

、

常

に

そ

の

改

善

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

保

育

所

に

準

ず

る

設

備

）



第

四

十

三

条

第

三

十

六

条

第

四

号

の

規

定

に

よ

り

、

母

子

生

活

支

援

施

設

に

、

保

育

所

に

準

ず

る

設

備

を

設

け

る

と

き

は

、

保

育

所

に

関

す

る

規

定

（

第

四

十

七

条

第

三

項

を

除

く

。

）

を

準

用

す

る

。

２

保

育

所

に

準

ず

る

設

備

の

保

育

士

の

数

は

、

乳

幼

児

お

お

む

ね

三

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

一

人

を

下

回

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

（

関

係

機

関

と

の

連

携

）

第

四

十

四

条

母

子

生

活

支

援

施

設

の

長

は

、

福

祉

事

務

所

、

母

子

自

立

支

援

員

、

児

童

の

通

学

す

る

学

校

、

児

童

相

談

所

、

母

子

福

祉

団

体

及

び

公

共

職

業

安

定

所

並

び

に

必

要

に

応

じ

婦

人

相

談

所

等

関

係

機

関

と

密

接

に

連

携

し

て

、

母

子

の

保

護

及

び

生

活

支

援

に

当

た

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



第

五

章

保

育

所

（

設

備

の

基

準

）

第

四

十

五

条

保

育

所

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

乳

児

又

は

満

二

歳

に

満

た

な

い

幼

児

を

入

所

さ

せ

る

保

育

所

に

は

、

乳

児

室

又

は

ほ

ふ

く

室

、

医

務

室

、

調

理

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

二

乳

児

室

及

び

ほ

ふ

く

室

の

面

積

は

、

乳

児

又

は

前

号

の

幼

児

一

人

に

つ

き

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

こ

と

。

三

乳

児

室

又

は

ほ

ふ

く

室

に

は

、

保

育

に

必

要

な

用

具

を

備

え

る

こ

と

。



四

満

二

歳

以

上

の

幼

児

を

入

所

さ

せ

る

保

育

所

に

は

、

保

育

室

又

は

遊

戯

室

、

屋

外

遊

戯

場

（

保

育

所

の

付

近

に

あ

る

屋

外

遊

戯

場

に

代

わ

る

べ

き

場

所

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

、

医

務

室

、

調

理

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

五

保

育

室

又

は

遊

戯

室

の

面

積

は

、

前

号

の

幼

児

一

人

に

つ

き

一

・

九

八

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

、

屋

外

遊

戯

場

の

面

積

は

、

前

号

の

幼

児

一

人

に

つ

き

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

こ

と

。

六

保

育

室

又

は

遊

戯

室

に

は

、

保

育

に

必

要

な

用

具

を

備

え

る

こ

と

。

七

乳

児

室

、

ほ

ふ

く

室

、

保

育

室

又

は

遊

戯

室

（

以

下

「

保

育

室

等

」

と

い

う

。

）

を

二

階

に

設

け

る

建

物

は

、

次

の

ア

、

イ

及

び

カ

の

要

件

に

、

保

育

室

等

を

三

階

以

上

に

設

け

る

建

物

は

、

次



の

イ

か

ら

ク

ま

で

の

要

件

に

該

当

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

ア

建

築

基

準

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

一

号

）

第

二

条

第

九

号

の

二

に

規

定

す

る

耐

火

建

築

物

又

は

同

条

第

九

号

の

三

に

規

定

す

る

準

耐

火

建

築

物

（

同

号

ロ

に

該

当

す

る

も

の

を

除

く

。

）

で

あ

る

こ

と

。

イ

保

育

室

等

が

設

け

ら

れ

て

い

る

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

階

に

応

じ

、

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

区

分

ご

と

に

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

施

設

又

は

設

備

が

一

以

上

設

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

階

区

分

施

設

又

は

設

備



二

階

常

用

一

屋

内

階

段

二

屋

外

階

段

避

難

用

一

建

築

基

準

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

三

百

三

十

八

号

）

第

百

二

十

三

条

第

一

項

各

号

又

は

同

条

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

構

造

の

屋

内

階

段

（

た

だ

し

、

同

条

第

一

項

の

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

階

段

の

構

造

は

、

建

築

物

の

一

階

か

ら

二

階

ま

で

の

部

分

に

限

り

、

屋

内

と

階

段

室

と

は

、

バ

ル

コ

ニ

ー

又

は

付

室

を

通

じ

て

連

絡

す

る

こ

と

と

し

、

か

つ

、

同

条

第

三

項

第

二

号

、

第

三

号

及

び

第

九

号

を

満

た

す

も

の

と

す

る

。

）

二

待

避

上

有

効

な

バ

ル

コ

ニ

ー

三

建

築

基

準

法

第

二

条

第

七

号

の

二

に

規

定

す

る

準

耐

火

構

造

の

屋

外

傾

斜

路

又

は

こ

れ

に

準

ず

る

設

備

四

屋

外

階

段



三

階

常

用

一

建

築

基

準

法

施

行

令

第

百

二

十

三

条

第

一

項

各

号

又

は

同

条

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

構

造

の

屋

内

階

段

二

屋

外

階

段

避

難

用

一

建

築

基

準

法

施

行

令

第

百

二

十

三

条

第

一

項

各

号

又

は

同

条

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

構

造

の

屋

内

階

段

（

た

だ

し

、

同

条

第

一

項

の

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

階

段

の

構

造

は

、

建

築

物

の

一

階

か

ら

三

階

ま

で

の

部

分

に

限

り

、

屋

内

と

階

段

室

と

は

、

バ

ル

コ

ニ

ー

又

は

付

室

を

通

じ

て

連

絡

す

る

こ

と

と

し

、

か

つ

、

同

条

第

三

項

第

二

号

、

第

三

号

及

び

第

九

号

を

満

た

す

も

の

と

す

る

。

）

二

建

築

基

準

法

第

二

条

第

七

号

に

規

定

す

る

耐

火

構

造

の

屋

外

傾

斜

路

又

は

こ

れ

に

準

ず

る

設

備

三

屋

外

階

段

四

階

以

上

常

用

一

建

築

基

準

法

施

行

令

第

百

二

十

三

条

第

一

項

各

号

又

は

同

条

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

構

造

の

屋

内

階

段



二

建

築

基

準

法

施

行

令

第

百

二

十

三

条

第

二

項

各

号

に

規

定

す

る

構

造

の

屋

外

階

段

避

難

用

建

築

基

準

法

施

行

令

第

百

二

十

三

条

第

二

項

各

号

に

規

定

す

る

構

造

の

屋

外

階

段

ウ

イ

に

掲

げ

る

施

設

及

び

設

備

が

避

難

上

有

効

な

位

置

に

設

け

ら

れ

、

か

つ

、

保

育

室

等

の

各

部

分

か

ら

そ

の

一

に

至

る

歩

行

距

離

が

三

十

メ

ー

ト

ル

以

下

と

な

る

よ

う

に

設

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

エ

保

育

所

の

調

理

室

（

次

に

掲

げ

る

要

件

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

も

の

を

除

く

。

エ

に

お

い



て

同

じ

。

）

以

外

の

部

分

と

保

育

所

の

調

理

室

の

部

分

が

建

築

基

準

法

第

二

条

第

七

号

に

規

定

す

る

耐

火

構

造

の

床

若

し

く

は

壁

又

は

建

築

基

準

法

施

行

令

第

百

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

特

定

防

火

設

備

で

区

画

さ

れ

て

い

る

こ

と

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

換

気

、

暖

房

又

は

冷

房

の

設

備

の

風

道

が

、

当

該

床

若

し

く

は

壁

を

貫

通

す

る

部

分

又

は

こ

れ

に

近

接

す

る

部

分

に

防

火

上

有

効

に

ダ

ン

パ

ー

が

設

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

ス

プ

リ

ン

ク

ラ

ー

設

備

そ

の

他

こ

れ

に

類

す

る

も

の

で

自

動

式

の

も

の

が

設

け

ら

れ

て

い

( 1 )

る

こ

と

。

調

理

用

器

具

の

種

類

に

応

じ

て

有

効

な

自

動

消

火

装

置

が

設

け

ら

れ

、

か

つ

、

当

該

調

理

( 2 )



室

の

外

部

へ

の

延

焼

を

防

止

す

る

た

め

に

必

要

な

措

置

が

講

じ

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

オ

保

育

所

の

壁

及

び

天

井

の

室

内

に

面

す

る

部

分

の

仕

上

げ

を

不

燃

材

料

で

し

て

い

る

こ

と

。

カ

保

育

室

等

そ

の

他

乳

幼

児

が

出

入

し

、

又

は

通

行

す

る

場

所

に

、

乳

幼

児

の

転

落

事

故

を

防

止

す

る

設

備

が

設

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

キ

非

常

警

報

器

具

又

は

非

常

警

報

設

備

及

び

消

防

機

関

へ

火

災

を

通

報

す

る

設

備

が

設

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

ク

保

育

所

の

カ

ー

テ

ン

、

敷

物

、

建

具

等

で

可

燃

性

の

も

の

に

つ

い

て

防

炎

処

理

が

施

さ

れ

て

い

る

こ

と

。



（

保

育

所

の

設

備

の

基

準

の

特

例

）

第

四

十

六

条

次

に

掲

げ

る

要

件

を

満

た

す

保

育

所

は

、

第

十

五

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

保

育

所

の

満

三

歳

以

上

の

幼

児

に

対

す

る

食

事

の

提

供

に

つ

い

て

、

当

該

保

育

所

外

で

調

理

し

搬

入

す

る

方

法

に

よ

り

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

保

育

所

は

、

当

該

食

事

の

提

供

に

つ

い

て

当

該

方

法

に

よ

る

こ

と

と

し

て

も

な

お

当

該

保

育

所

に

お

い

て

行

う

こ

と

が

必

要

な

調

理

の

た

め

の

加

熱

、

保

存

等

の

調

理

機

能

を

有

す

る

設

備

を

備

え

る

も

の

と

す

る

。

一

幼

児

に

対

す

る

食

事

の

提

供

の

責

任

が

当

該

保

育

所

に

あ

り

、

そ

の

管

理

者

が

、

衛

生

面

、

栄

養

面

等

業

務

上

必

要

な

注

意

を

果

た

し

得

る

よ

う

な

体

制

及

び

調

理

業

務

の

受

託

者

と

の

契

約

内



容

が

確

保

さ

れ

て

い

る

こ

と

。

二

当

該

保

育

所

又

は

他

の

施

設

、

保

健

所

、

市

町

村

等

の

栄

養

士

に

よ

り

、

献

立

等

に

つ

い

て

栄

養

の

観

点

か

ら

の

指

導

が

受

け

ら

れ

る

体

制

に

あ

る

等

、

栄

養

士

に

よ

る

必

要

な

配

慮

が

行

わ

れ

る

こ

と

。

三

調

理

業

務

の

受

託

者

を

、

当

該

保

育

所

に

お

け

る

給

食

の

趣

旨

を

十

分

に

認

識

し

、

衛

生

面

、

栄

養

面

等

、

調

理

業

務

を

適

切

に

遂

行

で

き

る

能

力

を

有

す

る

者

と

す

る

こ

と

。

四

幼

児

の

年

齢

及

び

発

達

の

段

階

並

び

に

健

康

状

態

に

応

じ

た

食

事

の

提

供

や

、

ア

レ

ル

ギ

ー

、

ア

ト

ピ

ー

等

へ

の

配

慮

、

必

要

な

栄

養

素

量

の

給

与

等

、

幼

児

の

食

事

の

内

容

、

回

数

及

び

時

機



に

適

切

に

応

じ

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

。

五

食

を

通

じ

た

乳

幼

児

の

健

全

育

成

を

図

る

観

点

か

ら

、

乳

幼

児

の

発

育

及

び

発

達

の

過

程

に

応

じ

て

食

に

関

し

配

慮

す

べ

き

事

項

を

定

め

た

食

育

に

関

す

る

計

画

に

基

づ

き

食

事

を

提

供

す

る

よ

う

努

め

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

四

十

七

条

保

育

所

に

は

、

保

育

士

、

嘱

託

医

及

び

調

理

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

、

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

２

乳

児

を

入

所

さ

せ

る

保

育

所

に

あ

っ

て

は

、

保

健

師

又

は

看

護

師

を

配

置

す

る

よ

う

努

め

る

も

の



と

す

る

。

３

保

育

士

の

数

は

、

乳

児

お

お

む

ね

三

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

満

一

歳

以

上

満

三

歳

に

満

た

な

い

幼

児

お

お

む

ね

六

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

満

三

歳

以

上

満

四

歳

に

満

た

な

い

幼

児

お

お

む

ね

二

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

（

認

定

こ

ど

も

園

（

就

学

前

の

子

ど

も

に

関

す

る

教

育

、

保

育

等

の

総

合

的

な

提

供

の

推

進

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

八

年

法

律

第

七

十

七

号

。

以

下

「

就

学

前

保

育

等

推

進

法

」

と

い

う

。

）

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

認

定

こ

ど

も

園

を

い

う

。

）

で

あ

る

保

育

所

（

以

下

「

認

定

保

育

所

」

と

い

う

。

）

に

あ

っ

て

は

、

幼

稚

園

（

学

校

教

育

法

第

一

条

に

規

定

す

る

幼

稚

園

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

と

同

様

に

一

日

に

四

時

間

程

度

利

用

す

る

幼

児

お

お

む

ね

三

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

、



一

日

に

八

時

間

程

度

利

用

す

る

幼

児

お

お

む

ね

二

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

）

、

満

四

歳

以

上

の

幼

児

お

お

む

ね

三

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

保

育

所

一

に

つ

き

二

人

を

下

回

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

（

保

育

時

間

）

第

四

十

八

条

保

育

所

に

お

け

る

保

育

時

間

は

、

一

日

に

つ

き

八

時

間

を

原

則

と

し

、

そ

の

地

域

に

お

け

る

乳

幼

児

の

保

護

者

の

労

働

時

間

そ

の

他

家

庭

の

状

況

等

を

考

慮

し

て

、

保

育

所

の

長

が

こ

れ

を

定

め

る

。

（

保

育

の

内

容

）



第

四

十

九

条

保

育

所

に

お

け

る

保

育

は

、

養

護

及

び

教

育

を

一

体

的

に

行

う

こ

と

を

そ

の

特

性

と

し

そ

の

内

容

に

つ

い

て

は

、

基

準

省

令

第

三

十

五

条

の

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

指

針

に

従

う

。

（

保

護

者

と

の

連

絡

等

）

第

五

十

条

保

育

所

の

長

は

、

常

に

入

所

し

て

い

る

乳

幼

児

の

保

護

者

と

密

接

な

連

絡

を

と

り

、

保

育

の

内

容

等

に

つ

き

、

そ

の

保

護

者

の

理

解

及

び

協

力

を

得

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

保

育

所

の

長

は

、

福

祉

事

務

所

、

児

童

相

談

所

及

び

必

要

に

応

じ

児

童

委

員

、

保

健

所

、

市

町

村

保

健

セ

ン

タ

ー

そ

の

他

関

係

機

関

と

密

接

な

連

絡

を

と

り

、

連

携

し

て

乳

幼

児

の

養

育

及

び

保

護

者

の

支

援

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

公

正

な

選

考

）

第

五

十

一

条

就

学

前

保

育

等

推

進

法

第

十

条

第

一

項

第

四

号

に

規

定

す

る

私

立

認

定

保

育

所

は

、

就

学

前

保

育

等

推

進

法

第

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

法

第

二

十

四

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

当

該

私

立

認

定

保

育

所

に

入

所

す

る

児

童

を

選

考

す

る

と

き

は

、

公

正

な

方

法

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

利

用

料

）

第

五

十

二

条

法

第

五

十

六

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

徴

収

金

及

び

就

学

前

保

育

等

推

進

法

第

十

三

条

第

四

項

の

保

育

料

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

徴

収

金

等

」

と

い

う

。

）

以

外

に

保

育

所

が

徴

収

金



等

に

係

る

児

童

に

つ

い

て

提

供

す

る

サ

ー

ビ

ス

（

当

該

徴

収

金

等

を

支

払

う

者

の

選

定

に

よ

り

提

供

さ

れ

る

も

の

を

除

く

。

）

に

関

し

当

該

者

か

ら

利

用

料

の

支

払

を

受

け

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

利

用

料

の

額

は

、

当

該

サ

ー

ビ

ス

の

実

施

に

要

す

る

費

用

を

勘

案

し

、

か

つ

、

当

該

者

の

家

計

に

与

え

る

影

響

を

考

慮

し

て

定

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

六

章

児

童

厚

生

施

設

（

設

備

の

基

準

）

第

五

十

三

条

児

童

厚

生

施

設

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

児

童

遊

園

等

屋

外

の

児

童

厚

生

施

設

に

は

、

広

場

、

遊

具

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。



二

児

童

館

等

屋

内

の

児

童

厚

生

施

設

に

は

、

集

会

室

、

遊

戯

室

、

図

書

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

五

十

四

条

児

童

厚

生

施

設

に

は

、

児

童

の

遊

び

を

指

導

す

る

者

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

児

童

の

遊

び

を

指

導

す

る

者

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

基

準

省

令

第

三

十

八

条

第

二

項

第

一

号

の

地

方

厚

生

局

長

等

の

指

定

す

る

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

を

養

成

す

る

学

校

そ

の

他

の

養

成

施

設

を

卒

業

し

た

者

二

保

育

士

の

資

格

を

有

す

る

者



三

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

四

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

高

等

学

校

若

し

く

は

中

等

教

育

学

校

を

卒

業

し

た

者

、

同

法

第

九

十

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

若

し

く

は

通

常

の

課

程

に

よ

る

十

二

年

の

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

（

通

常

の

課

程

以

外

の

課

程

に

よ

り

こ

れ

に

相

当

す

る

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

を

含

む

。

）

又

は

基

準

省

令

第

三

十

八

条

第

二

項

第

四

号

の

文

部

科

学

大

臣

が

こ

れ

と

同

等

以

上

の

資

格

を

有

す

る

と

認

定

し

た

者

で

あ

っ

て

、

二

年

以

上

児

童

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

も

の

五

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

り

、

幼

稚

園

、

小

学

校

、

中

学

校

、

高

等

学

校

又

は

中

等

教

育

学

校



の

教

諭

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

六

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

あ

っ

て

、

児

童

厚

生

施

設

の

設

置

者

（

地

方

公

共

団

体

以

外

の

者

が

設

置

す

る

児

童

厚

生

施

設

に

あ

っ

て

は

、

知

事

）

が

適

当

と

認

め

た

も

の

ア

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

、

社

会

学

、

芸

術

学

若

し

く

は

体

育

学

を

専

修

す

る

学

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

イ

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

、

社

会

学

、

芸

術

学

若

し

く

は

体

育

学

を

専

修

す

る

学

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

に

お

い

て

優

秀

な



成

績

で

単

位

を

修

得

し

た

こ

と

に

よ

り

、

同

法

第

百

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

院

へ

の

入

学

が

認

め

ら

れ

た

者

ウ

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

院

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

、

社

会

学

、

芸

術

学

若

し

く

は

体

育

学

を

専

攻

す

る

研

究

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

エ

外

国

の

大

学

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

、

社

会

学

、

芸

術

学

若

し

く

は

体

育

学

を

専

修

す

る

学

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

（

遊

び

の

指

導

を

行

う

に

当

た

っ

て

遵

守

す

べ

き

事

項

）



第

五

十

五

条

児

童

厚

生

施

設

に

お

け

る

遊

び

の

指

導

は

、

児

童

の

自

主

性

、

社

会

性

及

び

創

造

性

を

高

め

、

も

っ

て

地

域

に

お

け

る

健

全

育

成

活

動

の

助

長

を

図

る

よ

う

こ

れ

を

行

う

も

の

と

す

る

。

（

保

護

者

と

の

連

絡

等

）

第

五

十

六

条

児

童

厚

生

施

設

の

長

は

、

必

要

に

応

じ

児

童

の

健

康

及

び

行

動

に

つ

き

、

そ

の

保

護

者

に

連

絡

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

児

童

厚

生

施

設

の

長

は

、

福

祉

事

務

所

、

児

童

の

通

学

す

る

学

校

及

び

児

童

相

談

所

並

び

に

必

要

に

応

じ

児

童

委

員

そ

の

他

関

係

機

関

と

密

接

に

連

絡

を

と

り

、

連

携

し

て

児

童

の

指

導

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



第

七

章

児

童

養

護

施

設

（

設

備

の

基

準

）

第

五

十

七

条

児

童

養

護

施

設

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

児

童

の

居

室

、

相

談

室

、

調

理

室

、

浴

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

二

児

童

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

こ

れ

を

四

人

以

下

と

し

、

そ

の

面

積

は

、

一

人

に

つ

き

四

・

九

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

た

だ

し

、

乳

幼

児

の

み

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

こ

れ

を

六

人

以

下

と

し

、

そ

の

面

積

は

、

一

人

に

つ

き

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

。

三

入

所

し

て

い

る

児

童

の

年

齢

等

に

応

じ

、

男

子

と

女

子

の

居

室

を

別

に

す

る

こ

と

。



四

便

所

は

、

男

子

用

と

女

子

用

と

を

別

に

す

る

こ

と

。

た

だ

し

、

少

数

の

児

童

を

対

象

と

し

て

設

け

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

五

児

童

三

十

人

以

上

を

入

所

さ

せ

る

児

童

養

護

施

設

に

は

、

医

務

室

及

び

静

養

室

を

設

け

る

こ

と

。

六

入

所

し

て

い

る

児

童

の

年

齢

、

適

性

等

に

応

じ

職

業

指

導

に

必

要

な

設

備

（

以

下

「

職

業

指

導

に

必

要

な

設

備

」

と

い

う

。

）

を

設

け

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

五

十

八

条

児

童

養

護

施

設

に

は

、

児

童

指

導

員

、

嘱

託

医

、

保

育

士

、

個

別

対

応

職

員

、

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

、

栄

養

士

及

び

調

理

員

並

び

に

乳

児

が

入

所

し

て

い

る

施

設

に

あ

っ

て

は

看

護

師

を



置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

２

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

は

、

社

会

福

祉

士

若

し

く

は

精

神

保

健

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

、

児

童

養

護

施

設

に

お

い

て

児

童

の

指

導

に

五

年

以

上

従

事

し

た

者

又

は

法

第

十

三

条

第

二

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

心

理

療

法

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

児

童

五

人

以

上

に

心

理

療

法

を

行

う

場

合

に

は

、

心

理

療

法

担

当

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

心

理

療

法

担

当

職

員

は

、

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

心

理

学

を

専

修

す

る

学



科

若

し

く

は

こ

れ

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

で

あ

っ

て

、

個

人

及

び

集

団

心

理

療

法

の

技

術

を

有

す

る

も

の

又

は

こ

れ

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

ら

れ

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

実

習

設

備

を

設

け

て

職

業

指

導

を

行

う

場

合

に

は

、

職

業

指

導

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

６

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

総

数

は

、

通

じ

て

、

満

二

歳

に

満

た

な

い

幼

児

お

お

む

ね

一

・

六

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

満

二

歳

以

上

満

三

歳

に

満

た

な

い

幼

児

お

お

む

ね

二

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

満

三

歳

以

上

の

幼

児

お

お

む

ね

四

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

少

年

お

お

む

ね

五

・

五

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

五

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

、

更

に

一

人

以

上

を

加



え

る

も

の

と

す

る

。

７

看

護

師

の

数

は

、

乳

児

お

お

む

ね

一

・

六

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

一

人

を

下

回

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

（

児

童

養

護

施

設

の

長

の

資

格

等

）

第

五

十

九

条

児

童

養

護

施

設

の

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

か

つ

、

基

準

省

令

第

四

十

二

条

の

二

第

一

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

児

童

養

護

施

設

の

運

営

に

関

し

必

要

な

知

識

を

習

得

さ

せ

る

た

め

の

研

修

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

人

格

が

高

潔

で

識

見

が

高

く

、

児

童

養

護

施

設

を

適

切

に

運

営

す

る

能

力

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



一

医

師

で

あ

っ

て

、

精

神

保

健

又

は

小

児

保

健

に

関

し

て

学

識

経

験

を

有

す

る

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

児

童

養

護

施

設

の

職

員

と

し

て

三

年

以

上

勤

務

し

た

者

四

知

事

が

前

各

号

に

掲

げ

る

者

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

る

者

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

三

年

以

上

で

あ

る

も

の

又

は

基

準

省

令

第

四

十

二

条

の

二

第

一

項

第

四

号

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

講

習

会

の

課

程

を

修

了

し

た

も

の

ア

児

童

福

祉

司

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

児

童

福

祉

事

業

（

国

、

都

道

府

県

又

は

市

町

村

の

内

部

組

織

に

お

け

る

児

童

福

祉

に

関

す

る

事

務

を

含

む

。

）

に

従

事

し

た

期

間



イ

社

会

福

祉

主

事

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

社

会

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

期

間

ウ

社

会

福

祉

施

設

の

職

員

と

し

て

勤

務

し

た

期

間

（

ア

又

は

イ

に

掲

げ

る

期

間

に

該

当

す

る

期

間

を

除

く

。

）

２

児

童

養

護

施

設

の

長

は

、

二

年

に

一

回

以

上

、

そ

の

資

質

の

向

上

の

た

め

の

基

準

省

令

第

四

十

二

条

の

二

第

二

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

研

修

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

児

童

指

導

員

の

資

格

）

第

六

十

条

児

童

指

導

員

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



一

基

準

省

令

第

四

十

三

条

第

一

号

の

地

方

厚

生

局

長

等

の

指

定

す

る

児

童

福

祉

施

設

の

職

員

を

養

成

す

る

学

校

そ

の

他

の

養

成

施

設

を

卒

業

し

た

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

精

神

保

健

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

四

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

を

専

修

す

る

学

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

五

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

又

は

社

会

学

に

関

す

る

科

目

の

単

位

を

優

秀

な

成

績

で

修

得

し

た

こ

と

に

よ

り

、

同

法

第

百

二

条

第

二

項

の

規



定

に

よ

り

大

学

院

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

六

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

院

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

を

専

攻

す

る

研

究

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

七

外

国

の

大

学

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

を

専

修

す

る

学

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

八

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

高

等

学

校

若

し

く

は

中

等

教

育

学

校

を

卒

業

し

た

者

、

同

法

第

九

十

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

若

し

く

は

通

常

の

課

程

に

よ

る

十

二

年

の

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

（

通

常

の

課

程

以

外

の

課

程

に

よ

り

こ

れ

に

相

当

す

る

学

校

教



育

を

修

了

し

た

者

を

含

む

。

）

又

は

基

準

省

令

第

四

十

三

条

第

八

号

の

文

部

科

学

大

臣

が

こ

れ

と

同

等

以

上

の

資

格

を

有

す

る

と

認

定

し

た

者

で

あ

っ

て

、

二

年

以

上

児

童

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

も

の

九

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

り

、

小

学

校

、

中

学

校

、

高

等

学

校

又

は

中

等

教

育

学

校

の

教

諭

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

で

あ

っ

て

、

知

事

が

適

当

と

認

め

た

も

の

十

三

年

以

上

児

童

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

者

で

あ

っ

て

、

知

事

が

適

当

と

認

め

た

も

の

（

養

護

）

第

六

十

一

条

児

童

養

護

施

設

に

お

け

る

養

護

は

、

児

童

に

対

し

て

安

定

し

た

生

活

環

境

を

整

え

る

と



と

も

に

、

生

活

指

導

、

学

習

指

導

、

職

業

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

を

行

い

つ

つ

児

童

を

養

育

す

る

こ

と

に

よ

り

、

児

童

の

心

身

の

健

や

か

な

成

長

と

そ

の

自

立

を

支

援

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

生

活

指

導

、

学

習

指

導

、

職

業

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

）

第

六

十

二

条

児

童

養

護

施

設

に

お

け

る

生

活

指

導

は

、

児

童

の

自

主

性

を

尊

重

し

つ

つ

、

基

本

的

生

活

習

慣

を

確

立

す

る

と

と

も

に

豊

か

な

人

間

性

及

び

社

会

性

を

養

い

、

か

つ

、

将

来

自

立

し

た

生

活

を

営

む

た

め

に

必

要

な

知

識

及

び

経

験

を

得

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

児

童

養

護

施

設

に

お

け

る

学

習

指

導

は

、

児

童

が

そ

の

適

性

、

能

力

等

に

応

じ

た

学

習

を

行

う

こ



と

が

で

き

る

よ

う

、

適

切

な

相

談

、

助

言

、

情

報

の

提

供

等

の

支

援

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

児

童

養

護

施

設

に

お

け

る

職

業

指

導

は

、

勤

労

の

基

礎

的

な

能

力

及

び

態

度

を

育

て

る

と

と

も

に

、

児

童

が

そ

の

適

性

、

能

力

等

に

応

じ

た

職

業

選

択

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

適

切

な

相

談

、

助

言

、

情

報

の

提

供

等

及

び

必

要

に

応

じ

行

う

実

習

、

講

習

等

の

支

援

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

児

童

養

護

施

設

に

お

け

る

家

庭

環

境

の

調

整

は

、

児

童

の

家

庭

の

状

況

に

応

じ

、

親

子

関

係

の

再

構

築

等

が

図

ら

れ

る

よ

う

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

自

立

支

援

計

画

の

策

定

）

第

六

十

三

条

児

童

養

護

施

設

の

長

は

、

第

六

十

一

条

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

入

所

中

の

個

々

の

児

童

に

つ

い

て

、

児

童

や

そ

の

家

庭

の

状

況

等

を

勘

案

し

て

、

そ

の

自

立

を

支

援

す

る

た

め

の

計

画

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

業

務

の

質

の

評

価

等

）

第

六

十

四

条

児

童

養

護

施

設

は

、

自

ら

そ

の

行

う

法

第

四

十

一

条

に

規

定

す

る

業

務

の

質

の

評

価

を

行

う

と

と

も

に

、

定

期

的

に

外

部

の

者

に

よ

る

評

価

を

受

け

て

、

そ

れ

ら

の

結

果

を

公

表

し

、

常

に

そ

の

改

善

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

児

童

と

起

居

を

共

に

す

る

職

員

）

第

六

十

五

条

児

童

養

護

施

設

の

長

は

、

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

う

ち

少

な

く

と

も

一

人

を

児

童

と

起

居

を

共

に

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

関

係

機

関

と

の

連

携

）

第

六

十

六

条

児

童

養

護

施

設

の

長

は

、

児

童

の

通

学

す

る

学

校

及

び

児

童

相

談

所

並

び

に

必

要

に

応

じ

児

童

委

員

、

公

共

職

業

安

定

所

そ

の

他

関

係

機

関

と

密

接

に

連

携

し

て

児

童

の

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

に

当

た

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

八

章

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設



（

設

備

の

基

準

）

第

六

十

七

条

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

児

童

の

居

室

、

調

理

室

、

浴

室

、

便

所

、

医

務

室

及

び

静

養

室

を

設

け

る

こ

と

。

た

だ

し

、

児

童

三

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

施

設

で

あ

っ

て

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

も

の

に

あ

っ

て

は

医

務

室

を

、

児

童

三

十

人

未

満

を

入

所

さ

せ

る

施

設

で

あ

っ

て

主

と

し

て

盲

児

又

は

ろ

う

あ

児

（

以

下

「

盲

ろ

う

あ

児

」

と

い

う

。

）

を

入

所

さ

せ

る

も

の

に

あ

っ

て

は

医

務

室

及

び

静

養

室

を

設

け

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

二

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

職

業

指

導



に

必

要

な

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

三

主

と

し

て

盲

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

次

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

ア

遊

戯

室

、

訓

練

室

、

職

業

指

導

に

必

要

な

設

備

及

び

音

楽

に

関

す

る

設

備

イ

浴

室

及

び

便

所

の

手

す

り

並

び

に

特

殊

表

示

等

身

体

の

機

能

の

不

自

由

を

助

け

る

設

備

四

主

と

し

て

ろ

う

あ

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

遊

戯

室

、

訓

練

室

、

職

業

指

導

に

必

要

な

設

備

及

び

映

像

に

関

す

る

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

五

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

次

の

設

備

を

設

け

る

こ

と

。



ア

訓

練

室

及

び

屋

外

訓

練

場

イ

浴

室

及

び

便

所

の

手

す

り

等

身

体

の

機

能

の

不

自

由

を

助

け

る

設

備

六

主

と

し

て

盲

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

又

は

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

い

て

は

、

階

段

の

傾

斜

を

緩

や

か

に

す

る

こ

と

。

七

児

童

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

こ

れ

を

四

人

以

下

と

し

、

そ

の

面

積

は

、

一

人

に

つ

き

四

・

九

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

た

だ

し

、

乳

幼

児

の

み

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

こ

れ

を

六

人

以

下

と

し

、

そ

の

面

積

は

、

一

人

に

つ

き

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

。



八

入

所

し

て

い

る

児

童

の

年

齢

等

に

応

じ

、

男

子

と

女

子

の

居

室

を

別

に

す

る

こ

と

。

九

便

所

は

、

男

子

用

と

女

子

用

と

を

別

に

す

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

六

十

八

条

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

（

自

閉

症

を

主

た

る

症

状

と

す

る

児

童

（

以

下

「

自

閉

症

児

」

と

い

う

。

）

を

除

く

。

次

項

及

び

第

三

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

嘱

託

医

、

児

童

指

導

員

、

保

育

士

、

栄

養

士

、

調

理

員

及

び

児

童

発

達

支

援

管

理

責

任

者

（

障

害

児

通

所

支

援

又

は

障

害

児

入

所

支

援

の

提

供

の

管

理

を

行

う

者

と

し

て

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

も

の

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四



十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

２

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

嘱

託

医

は

、

精

神

科

又

は

小

児

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

の

数

を

四

・

三

で

除

し

て

得

た

数

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

児

童

三

十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

、

更

に

一

以

上

を

加

え

る

も

の

と

す

る

。

４

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

職

員



並

び

に

医

師

及

び

看

護

師

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

５

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

嘱

託

医

に

つ

い

て

は

、

第

二

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

６

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

総

数

に

つ

い

て

は

、

第

三

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

７

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

医

師

は

、

児

童

を

対

象

と

す

る



精

神

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

８

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

看

護

師

の

数

は

、

児

童

お

お

む

ね

二

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

９

主

と

し

て

盲

ろ

う

あ

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

あ

っ

て

は

、

第

一

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

主

と

し

て

盲

ろ

う

あ

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

嘱

託

医

は

、

眼

科

又

は

耳

鼻

1 0

咽

喉

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

主

と

し

て

盲

ろ

う

あ

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

1 1



総

数

は

、

通

じ

て

、

乳

幼

児

お

お

む

ね

四

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

少

年

お

お

む

ね

五

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

児

童

三

十

五

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

、

更

に

一

人

以

上

を

加

え

る

も

の

と

す

る

。

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

第

一

項

に

1 2

規

定

す

る

職

員

及

び

看

護

師

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

児

童

指

導

員

及

1 3



び

保

育

士

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

の

数

を

三

・

五

で

除

し

て

得

た

数

以

上

と

す

る

。

心

理

指

導

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

児

童

五

人

以

上

に

心

理

指

導

を

行

う

場

合

に

は

心

1 4

理

指

導

担

当

職

員

を

、

職

業

指

導

を

行

う

場

合

に

は

職

業

指

導

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

心

理

指

導

担

当

職

員

は

、

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

心

理

学

を

専

修

す

る

学

1 5

科

若

し

く

は

こ

れ

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

で

あ

っ

て

、

個

人

及

び

集

団

心

理

療

法

の

技

術

を

有

す

る

も

の

又

は

こ

れ

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

ら

れ

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

生

活

指

導

及

び

学

習

指

導

）



第

六

十

九

条

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

け

る

生

活

指

導

は

、

児

童

が

日

常

の

起

居

の

間

に

、

当

該

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

を

退

所

し

た

後

、

で

き

る

限

り

社

会

に

適

応

す

る

よ

う

こ

れ

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

け

る

学

習

指

導

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

二

条

第

二

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

職

業

指

導

を

行

う

に

当

た

っ

て

遵

守

す

べ

き

事

項

）

第

七

十

条

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

け

る

職

業

指

導

は

、

児

童

の

適

性

に

応

じ

、

児

童

が

将

来

で

き

る

限

り

健

全

な

社

会

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

こ

れ

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



２

前

項

に

規

定

す

る

ほ

か

、

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

け

る

職

業

指

導

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

二

条

第

三

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

入

所

支

援

計

画

の

作

成

）

第

七

十

一

条

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

長

は

、

児

童

の

保

護

者

及

び

児

童

の

意

向

、

児

童

の

適

性

、

児

童

の

障

害

の

特

性

そ

の

他

の

事

情

を

踏

ま

え

た

計

画

を

作

成

し

、

こ

れ

に

基

づ

き

児

童

に

対

し

て

障

害

児

入

所

支

援

を

提

供

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

効

果

に

つ

い

て

継

続

的

な

評

価

を

実

施

す

る

こ

と

そ

の

他

の

措

置

を

講

ず

る

こ

と

に

よ

り

児

童

に

対

し

て

適

切

か

つ

効

果

的

に

障

害

児

入

所

支

援

を

提

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

児

童

と

起

居

を

共

に

す

る

職

員

）

第

七

十

二

条

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

（

主

と

し

て

盲

ろ

う

あ

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

五

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

保

護

者

等

と

の

連

絡

）

第

七

十

三

条

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

の

長

は

、

児

童

の

保

護

者

に

児

童

の

性

質

及

び

能

力

を

説

明

す

る

と

と

も

に

、

児

童

の

通

学

す

る

学

校

、

他

の

児

童

福

祉

施

設

及

び

必

要

に

応

じ

当

該

児

童

を

取

り

扱

っ

た

児

童

福

祉

司

又

は

児

童

委

員

と

常

に

密

接

な

連

絡

を

と

り

、

児

童

の

生

活

指

導

、

学

習

指

導

及

び

職

業

指

導

に

つ

き

、

そ

の

協

力

を

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

）

第

七

十

四

条

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

い

て

は

、

入

所

し

て

い

る

児

童

を

適

切

に

保

護

す

る

た

め

、

随

時

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

の

福

祉

に

有

害

な

実

験

に

わ

た

っ

て

は

な

ら

な

い

。

（

入

所

し

た

児

童

に

対

す

る

健

康

診

断

）

第

七

十

五

条

主

と

し

て

盲

ろ

う

あ

児

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

い

て

は

、

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

入

所

時

の

健

康

診

断

に

当

た

り

、

特

に

盲

ろ

う

あ

の

原

因

及

び

機

能

障

害

の

状

況

を

精

密

に

診

断

し

、

治

療

可

能

な

者

に

つ

い

て

は

、

で

き

る

限

り

治

療

し

な

け

れ

ば

な

ら

な



い

。

２

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

福

祉

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

い

て

は

、

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

入

所

時

の

健

康

診

断

に

当

た

り

、

整

形

外

科

的

診

断

に

よ

り

肢

体

の

機

能

障

害

の

原

因

及

び

そ

の

状

況

を

精

密

に

診

断

し

、

入

所

を

継

続

す

る

か

否

か

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

九

章

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

（

設

備

の

基

準

）

第

七

十

六

条

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。



一

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

医

療

法

に

規

定

す

る

病

院

と

し

て

必

要

な

設

備

の

ほ

か

、

訓

練

室

及

び

浴

室

を

設

け

る

こ

と

。

二

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

静

養

室

を

設

け

る

こ

と

。

三

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

屋

外

訓

練

場

、

ギ

ブ

ス

室

、

特

殊

手

工

芸

等

の

作

業

を

指

導

す

る

に

必

要

な

設

備

、

義

肢

装

具

を

製

作

す

る

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

た

だ

し

、

義

肢

装

具

を

製

作

す

る

設

備

は

、

他

に

適

当

な

設

備

が

あ

る

場

合

は

、

こ

れ

を

設

け

る

こ

と

を

要

し

な

い

こ

と

。

四

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

い

て

は

、



階

段

の

傾

斜

を

緩

や

か

に

す

る

ほ

か

、

浴

室

及

び

便

所

の

手

す

り

等

身

体

の

機

能

の

不

自

由

を

助

け

る

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

七

十

七

条

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

医

療

法

に

規

定

す

る

病

院

と

し

て

必

要

な

職

員

の

ほ

か

、

児

童

指

導

員

、

保

育

士

及

び

児

童

発

達

支

援

管

理

責

任

者

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

の

数

を

六

・

七

で

除

し

て

得

た

数

以

上

と

す

る

。



３

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

職

員

及

び

理

学

療

法

士

又

は

作

業

療

法

士

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

長

及

び

医

師

は

、

肢

体

の

機

能

の

不

自

由

な

者

の

療

育

に

関

し

て

相

当

の

経

験

を

有

す

る

医

師

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

総

数

は

、

通

じ

て

、

乳

幼

児

お

お

む

ね

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

、

少

年

お

お

む

ね

二

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

６

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

（

法

第

七

条

第

二

項

に

規

定

す

る

重

症

心

身

障

害

児

を

い

う

。

以

下



同

じ

。

）

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

は

、

第

三

項

に

規

定

す

る

職

員

及

び

心

理

指

導

を

担

当

す

る

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

７

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

長

及

び

医

師

は

、

内

科

、

精

神

科

、

医

療

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

三

年

政

令

第

三

百

二

十

六

号

）

第

三

条

の

二

第

一

項

第

一

号

ハ

及

び

ニ

の

規

定

に

よ

り

神

経

と

組

み

合

わ

せ

た

名

称

を

診

療

科

名

と

す

る

診

療

科

、

小

児

科

、

（２）

外

科

、

整

形

外

科

又

は

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

医

師

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

）



第

七

十

八

条

主

と

し

て

自

閉

症

児

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

け

る

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

に

つ

い

て

は

、

第

七

十

四

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

入

所

し

た

児

童

に

対

す

る

健

康

診

断

）

第

七

十

九

条

主

と

し

て

肢

体

不

自

由

の

あ

る

児

童

を

入

所

さ

せ

る

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

に

お

い

て

は

、

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

入

所

時

の

健

康

診

断

に

当

た

り

、

整

形

外

科

的

診

断

に

よ

り

肢

体

の

機

能

障

害

の

原

因

及

び

そ

の

状

況

を

精

密

に

診

断

し

、

入

所

を

継

続

す

る

か

否

か

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

児

童

と

起

居

を

共

に

す

る

職

員

等

）



第

八

十

条

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

（

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

入

所

さ

せ

る

施

設

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

お

け

る

児

童

と

起

居

を

共

に

す

る

職

員

、

生

活

指

導

、

学

習

指

導

及

び

職

業

指

導

並

び

に

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

長

の

保

護

者

等

と

の

連

絡

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

五

条

、

第

六

十

九

条

、

第

七

十

条

及

び

第

七

十

三

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

２

医

療

型

障

害

児

入

所

施

設

の

長

の

計

画

の

作

成

に

つ

い

て

は

、

第

七

十

一

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

第

十

章

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

設

備

の

基

準

）

第

八

十

一

条

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。



一

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

を

除

く

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

は

、

指

導

訓

練

室

、

遊

戯

室

、

屋

外

遊

戯

場

（

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

付

近

に

あ

る

屋

外

遊

戯

場

に

代

わ

る

べ

き

場

所

を

含

む

。

）

、

医

務

室

、

相

談

室

、

調

理

室

、

便

所

並

び

に

児

童

発

達

支

援

の

提

供

に

必

要

な

設

備

及

び

備

品

を

設

け

る

こ

と

。

二

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

及

び

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

を

除

く

。

次

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

指

導

訓

練

室

の

一

室

の

定

員

は

、

こ

れ

を

お

お

む

ね

十

人

と

し

、

そ



の

面

積

は

、

児

童

一

人

に

つ

き

二

・

四

七

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

三

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

遊

戯

室

の

面

積

は

、

児

童

一

人

に

つ

き

一

・

六

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

四

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

静

養

室

を

設

け

る

こ

と

。

五

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

聴

力

検

査

室

を

設

け

る

こ

と

。

六

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

指

導

訓

練



室

、

調

理

室

、

便

所

並

び

に

児

童

発

達

支

援

の

提

供

に

必

要

な

設

備

及

び

備

品

を

設

け

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

八

十

二

条

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

及

び

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

を

除

く

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

は

、

嘱

託

医

、

児

童

指

導

員

、

保

育

士

、

栄

養

士

、

調

理

員

及

び

児

童

発

達

支

援

管

理

責

任

者

の

ほ

か

、

日

常

生

活

を

営

む

の

に

必

要

な

機

能

訓

練

を

行

う

場

合

に

は

、

機

能

訓

練

担

当

職

員

（

日

常

生

活

を

営

む

の

に

必

要

な

機

能

訓

練

を

担

当

す

る

職

員

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

通

わ

せ

る

施

設

に

あ

っ



て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

２

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

児

童

指

導

員

、

保

育

士

及

び

機

能

訓

練

担

当

職

員

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

の

数

を

四

で

除

し

て

得

た

数

以

上

と

す

る

。

３

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

嘱

託

医

は

、

精

神

科

又

は

小

児

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

職

員

及

び

言

語

聴

覚

士

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

通

わ

せ

る

施

設



に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

５

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

嘱

託

医

は

、

眼

科

又

は

耳

鼻

咽

喉

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

６

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

児

童

指

導

員

、

保

育

士

、

言

語

聴

覚

士

及

び

機

能

訓

練

担

当

職

員

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

の

数

を

四

で

除

し

て

得

た

数

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

言

語

聴

覚

士

の

数

は

、

四

人

以

上

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

７

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

第

一

項

に

規



定

す

る

職

員

及

び

看

護

師

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

通

わ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

８

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

嘱

託

医

は

、

内

科

、

精

神

科

、

医

療

法

施

行

令

第

三

条

の

二

第

一

項

第

一

号

ハ

及

び

ニ

の

規

定

に

よ

り

神

経

と

組

み

合

（２）

わ

せ

た

名

称

を

診

療

科

名

と

す

る

診

療

科

、

小

児

科

、

外

科

、

整

形

外

科

又

は

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

９

主

と

し

て

重

症

心

身

障

害

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

児

童

指

導

員

、

保



育

士

、

看

護

師

及

び

機

能

訓

練

担

当

職

員

の

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

の

数

を

四

で

除

し

て

得

た

数

以

上

と

す

る

。

た

だ

し

、

機

能

訓

練

担

当

職

員

の

数

は

、

一

人

以

上

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

生

活

指

導

及

び

計

画

の

作

成

）

第

八

十

三

条

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

け

る

生

活

指

導

及

び

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

長

の

計

画

の

作

成

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

九

条

第

一

項

及

び

第

七

十

一

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

保

護

者

等

と

の

連

絡

）

第

八

十

四

条

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

長

は

、

児

童

の

保

護

者

に

児

童

の

性

質

及

び

能

力



を

説

明

す

る

と

と

も

に

、

児

童

福

祉

施

設

及

び

必

要

に

応

じ

当

該

児

童

を

取

り

扱

っ

た

児

童

福

祉

司

又

は

児

童

委

員

と

常

に

密

接

な

連

絡

を

と

り

、

児

童

の

生

活

指

導

に

つ

き

、

そ

の

協

力

を

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

入

所

し

た

児

童

に

対

す

る

健

康

診

断

）

第

八

十

五

条

主

と

し

て

難

聴

児

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

は

、

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

入

所

時

の

健

康

診

断

に

当

た

り

、

特

に

難

聴

の

原

因

及

び

機

能

障

害

の

状

況

を

精

密

に

診

断

し

、

治

療

可

能

な

者

に

つ

い

て

は

、

で

き

る

限

り

治

療

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

）



第

八

十

六

条

主

と

し

て

知

的

障

害

の

あ

る

児

童

を

通

わ

せ

る

福

祉

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

け

る

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

に

つ

い

て

は

、

第

七

十

四

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

第

十

一

章

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

（

設

備

の

基

準

）

第

八

十

七

条

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

医

療

法

に

規

定

す

る

診

療

所

と

し

て

必

要

な

設

備

の

ほ

か

、

指

導

訓

練

室

、

屋

外

訓

練

場

、

相

談

室

及

び

調

理

室

を

設

け

る

こ

と

。

二

階

段

の

傾

斜

を

緩

や

か

に

す

る

ほ

か

、

浴

室

及

び

便

所

の

手

す

り

等

身

体

の

機

能

の

不

自

由

を



助

け

る

設

備

を

設

け

る

こ

と

。

（

職

員

）

第

八

十

八

条

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

医

療

法

に

規

定

す

る

診

療

所

と

し

て

必

要

な

職

員

の

ほ

か

、

児

童

指

導

員

、

保

育

士

、

看

護

師

、

理

学

療

法

士

又

は

作

業

療

法

士

及

び

児

童

発

達

支

援

管

理

責

任

者

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

入

所

し

た

児

童

に

対

す

る

健

康

診

断

）

第

八

十

九

条

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

は

、

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

入

所

時

の

健

康

診

断

に

当

た

り

、

整

形

外

科

的

診

断

に

よ

り

肢

体

の

機

能

障

害

の

原

因

及

び

そ

の

状

況

を



精

密

に

診

断

し

、

入

所

を

継

続

す

る

か

否

か

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

生

活

指

導

等

）

第

九

十

条

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

け

る

生

活

指

導

並

び

に

医

療

型

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

の

長

の

保

護

者

等

と

の

連

絡

及

び

計

画

の

作

成

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

九

条

第

一

項

、

第

七

十

一

条

及

び

第

八

十

四

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

第

十

二

章

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

（

設

備

の

基

準

）

第

九

十

一

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

設

備

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。



一

児

童

の

居

室

、

医

務

室

、

静

養

室

、

遊

戯

室

、

観

察

室

、

心

理

検

査

室

、

相

談

室

、

工

作

室

、

調

理

室

、

浴

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

二

児

童

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

こ

れ

を

四

人

以

下

と

し

、

そ

の

面

積

は

、

一

人

に

つ

き

四

・

一

九

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

三

男

子

と

女

子

の

居

室

は

、

こ

れ

を

別

に

す

る

こ

と

。

四

便

所

は

、

男

子

用

と

女

子

用

と

を

別

に

す

る

こ

と

。

た

だ

し

、

少

数

の

児

童

を

対

象

と

し

て

設

け

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

職

員

）



第

九

十

二

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

に

は

、

医

師

、

心

理

療

法

担

当

職

員

、

児

童

指

導

員

、

保

育

士

、

看

護

師

、

個

別

対

応

職

員

、

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

、

栄

養

士

及

び

調

理

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

、

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

２

医

師

は

、

精

神

科

又

は

小

児

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

心

理

療

法

担

当

職

員

は

、

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

心

理

学

を

専

修

す

る

学

科

若

し

く

は

こ

れ

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

又

は

同

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

心

理

学

に

関

す

る

科

目

の

単

位

を

優

秀

な

成

績

で

修

得

し

た

こ

と

に

よ

り

、

同

法

第

百

二

条

第



二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

院

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

で

あ

っ

て

、

個

人

及

び

集

団

心

理

療

法

の

技

術

を

有

し

、

か

つ

、

心

理

療

法

に

関

す

る

一

年

以

上

の

経

験

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

は

、

社

会

福

祉

士

若

し

く

は

精

神

保

健

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

、

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

に

お

い

て

児

童

の

指

導

に

五

年

以

上

従

事

し

た

者

又

は

法

第

十

三

条

第

二

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

心

理

療

法

担

当

職

員

の

数

は

、

お

お

む

ね

児

童

十

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

６

児

童

指

導

員

及

び

保

育

士

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

四

・

五

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す



る

。

（

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

長

の

資

格

等

）

第

九

十

三

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

か

つ

、

基

準

省

令

第

七

十

四

条

第

一

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

運

営

に

関

し

必

要

な

知

識

を

習

得

さ

せ

る

た

め

の

研

修

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

人

格

が

高

潔

で

識

見

が

高

く

、

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

を

適

切

に

運

営

す

る

能

力

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

医

師

で

あ

っ

て

、

精

神

保

健

又

は

小

児

保

健

に

関

し

て

学

識

経

験

を

有

す

る

者



二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

職

員

と

し

て

三

年

以

上

勤

務

し

た

者

四

知

事

が

前

三

号

に

掲

げ

る

者

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

る

者

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

三

年

以

上

で

あ

る

も

の

又

は

基

準

省

令

第

七

十

四

条

第

一

項

第

四

号

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

講

習

会

の

課

程

を

修

了

し

た

も

の

ア

児

童

福

祉

司

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

児

童

福

祉

事

業

（

国

、

都

道

府

県

又

は

市

町

村

の

内

部

組

織

に

お

け

る

児

童

福

祉

に

関

す

る

事

務

を

含

む

。

）

に

従

事

し

た

期

間

イ

社

会

福

祉

主

事

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

社

会

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

期

間



ウ

社

会

福

祉

施

設

の

職

員

と

し

て

勤

務

し

た

期

間

（

ア

又

は

イ

に

掲

げ

る

期

間

に

該

当

す

る

期

間

を

除

く

。

）

２

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

長

は

、

二

年

に

一

回

以

上

、

そ

の

資

質

の

向

上

の

た

め

の

基

準

省

令

第

七

十

四

条

第

二

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

研

修

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

心

理

療

法

、

生

活

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

）

第

九

十

四

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

に

お

け

る

心

理

療

法

及

び

生

活

指

導

は

、

児

童

の

社

会

的

適

応

能

力

の

回

復

を

図

り

、

児

童

が

、

当

該

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

を

退

所

し

た

後

、

健

全

な



社

会

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

に

お

け

る

家

庭

環

境

の

調

整

は

、

児

童

の

保

護

者

に

児

童

の

状

態

及

び

能

力

を

説

明

す

る

と

と

も

に

、

児

童

の

家

庭

の

状

況

に

応

じ

、

親

子

関

係

の

再

構

築

等

が

図

ら

れ

る

よ

う

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

自

立

支

援

計

画

の

策

定

）

第

九

十

五

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

長

は

、

前

条

第

一

項

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

入

所

中

の

個

々

の

児

童

に

つ

い

て

、

児

童

や

そ

の

家

庭

の

状

況

等

を

勘

案

し

て

、

そ

の

自

立

を

支

援

す

る

た

め

の

計

画

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



（

業

務

の

質

の

評

価

等

）

第

九

十

六

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

は

、

自

ら

そ

の

行

う

法

第

四

十

三

条

の

二

に

規

定

す

る

業

務

の

質

の

評

価

を

行

う

と

と

も

に

、

定

期

的

に

外

部

の

者

に

よ

る

評

価

を

受

け

て

、

そ

れ

ら

の

結

果

を

公

表

し

、

常

に

そ

の

改

善

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

児

童

と

起

居

を

共

に

す

る

職

員

）

第

九

十

七

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

五

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

関

係

機

関

と

の

連

携

）

第

九

十

八

条

情

緒

障

害

児

短

期

治

療

施

設

の

長

は

、

児

童

の

通

学

す

る

学

校

及

び

児

童

相

談

所

並

び



に

必

要

に

応

じ

児

童

委

員

、

保

健

所

、

市

町

村

保

健

セ

ン

タ

ー

等

関

係

機

関

と

密

接

に

連

携

し

て

児

童

の

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

に

当

た

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

十

三

章

児

童

自

立

支

援

施

設

（

設

備

の

基

準

）

第

九

十

九

条

児

童

自

立

支

援

施

設

の

学

科

指

導

に

関

す

る

設

備

に

つ

い

て

は

、

小

学

校

、

中

学

校

又

は

特

別

支

援

学

校

の

設

備

の

設

置

基

準

に

関

す

る

学

校

教

育

法

の

規

定

を

準

用

す

る

。

た

だ

し

、

学

科

指

導

を

行

わ

な

い

場

合

に

あ

っ

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

２

前

項

に

規

定

す

る

設

備

以

外

の

設

備

に

つ

い

て

は

、

第

五

十

七

条

（

第

二

号

た

だ

し

書

を

除

く

。

）



の

規

定

を

準

用

す

る

。

た

だ

し

、

男

子

と

女

子

の

居

室

は

、

こ

れ

を

別

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

職

員

）

第

百

条

児

童

自

立

支

援

施

設

に

は

、

児

童

自

立

支

援

専

門

員

（

児

童

自

立

支

援

施

設

に

お

い

て

児

童

の

自

立

支

援

を

行

う

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

児

童

生

活

支

援

員

（

児

童

自

立

支

援

施

設

に

お

い

て

児

童

の

生

活

支

援

を

行

う

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

嘱

託

医

及

び

精

神

科

の

診

療

に

相

当

の

経

験

を

有

す

る

医

師

又

は

嘱

託

医

、

個

別

対

応

職

員

、

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

、

栄

養

士

並

び

に

調

理

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

児

童

四

十

人

以

下

を

入

所

さ

せ

る

施

設

に

あ

っ

て

は

栄

養

士

を

、

調

理

業

務

の

全

部

を

委

託

す

る

施

設

に

あ

っ

て

は

調

理

員

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き



る

。

２

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

は

、

社

会

福

祉

士

若

し

く

は

精

神

保

健

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

、

児

童

自

立

支

援

施

設

に

お

い

て

児

童

の

指

導

に

五

年

以

上

従

事

し

た

者

又

は

法

第

十

三

条

第

二

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

心

理

療

法

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

児

童

五

人

以

上

に

心

理

療

法

を

行

う

場

合

に

は

、

心

理

療

法

担

当

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

心

理

療

法

担

当

職

員

は

、

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

心

理

学

を

専

修

す

る

学

科

若

し

く

は

こ

れ

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

又

は

同

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部



で

、

心

理

学

に

関

す

る

科

目

の

単

位

を

優

秀

な

成

績

で

修

得

し

た

こ

と

に

よ

り

、

同

法

第

百

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

院

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

で

あ

っ

て

、

個

人

及

び

集

団

心

理

療

法

の

技

術

を

有

し

、

か

つ

、

心

理

療

法

に

関

す

る

一

年

以

上

の

経

験

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

実

習

設

備

を

設

け

て

職

業

指

導

を

行

う

場

合

に

は

、

職

業

指

導

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

６

児

童

自

立

支

援

専

門

員

及

び

児

童

生

活

支

援

員

の

総

数

は

、

通

じ

て

お

お

む

ね

児

童

四

・

五

人

に

つ

き

一

人

以

上

と

す

る

。

（

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

の

資

格

等

）



第

百

一

条

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

か

つ

、

厚

生

労

働

省

組

織

規

則

（

平

成

十

三

年

厚

生

労

働

省

令

第

一

号

）

第

六

百

二

十

二

条

に

規

定

す

る

児

童

自

立

支

援

専

門

員

養

成

所

（

以

下

「

養

成

所

」

と

い

う

。

）

が

行

う

児

童

自

立

支

援

施

設

の

運

営

に

関

し

必

要

な

知

識

を

習

得

さ

せ

る

た

め

の

研

修

又

は

こ

れ

に

相

当

す

る

研

修

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

人

格

が

高

潔

で

識

見

が

高

く

、

児

童

自

立

支

援

施

設

を

適

切

に

運

営

す

る

能

力

を

有

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

医

師

で

あ

っ

て

、

精

神

保

健

に

関

し

て

学

識

経

験

を

有

す

る

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者



三

児

童

自

立

支

援

専

門

員

の

職

に

あ

っ

た

者

等

児

童

自

立

支

援

事

業

に

五

年

以

上

（

養

成

所

が

行

う

児

童

自

立

支

援

専

門

員

と

し

て

必

要

な

知

識

及

び

技

能

を

習

得

さ

せ

る

た

め

の

講

習

の

課

程

（

以

下

「

講

習

課

程

」

と

い

う

。

）

を

修

了

し

た

者

に

あ

っ

て

は

、

三

年

以

上

）

従

事

し

た

者

四

知

事

が

前

三

号

に

掲

げ

る

者

と

同

等

以

上

の

能

力

を

有

す

る

と

認

め

る

者

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

五

年

以

上

（

養

成

所

が

行

う

講

習

課

程

を

修

了

し

た

者

に

あ

っ

て

は

、

三

年

以

上

）

で

あ

る

も

の

ア

児

童

福

祉

司

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

児

童

福

祉

事

業

（

国

、

都

道

府

県

、

指

定

都

市

又

は

児

童

相

談

所

設

置

市

の

内

部

組

織

に

お

け

る

児

童

福

祉

に

関

す

る

事

務

を

含



む

。

）

に

従

事

し

た

期

間

イ

社

会

福

祉

主

事

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

に

あ

っ

て

は

、

社

会

福

祉

事

業

に

従

事

し

た

期

間

ウ

社

会

福

祉

施

設

の

職

員

と

し

て

勤

務

し

た

期

間

（

ア

又

は

イ

に

掲

げ

る

期

間

に

該

当

す

る

期

間

を

除

く

。

）

２

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

は

、

二

年

に

一

回

以

上

、

そ

の

資

質

の

向

上

の

た

め

の

基

準

省

令

第

八

十

一

条

第

二

項

の

厚

生

労

働

大

臣

が

指

定

す

る

者

が

行

う

研

修

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

児

童

自

立

支

援

専

門

員

の

資

格

）



第

百

二

条

児

童

自

立

支

援

専

門

員

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

医

師

で

あ

っ

て

、

精

神

保

健

に

関

し

て

学

識

経

験

を

有

す

る

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

基

準

省

令

第

八

十

二

条

第

三

号

の

地

方

厚

生

局

長

等

の

指

定

す

る

児

童

自

立

支

援

専

門

員

を

養

成

す

る

学

校

そ

の

他

の

養

成

施

設

を

卒

業

し

た

者

四

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

を

専

修

す

る

学

科

若

し

く

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

又

は

同

法

の



規

定

に

よ

る

大

学

の

学

部

で

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

に

関

す

る

科

目

の

単

位

を

優

秀

な

成

績

で

修

得

し

た

こ

と

に

よ

り

、

同

法

第

百

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

院

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

で

あ

っ

て

、

一

年

以

上

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

も

の

又

は

前

条

第

一

項

第

四

号

ア

か

ら

ウ

ま

で

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

二

年

以

上

で

あ

る

も

の

五

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

大

学

院

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

を

専

攻

す

る

研

究

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

で

あ

っ

て

、

一

年

以

上

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

も

の

又

は

前

条

第

一

項

第

四

号

ア

か

ら

ウ

ま

で

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

二

年

以

上

で

あ

る

も

の



六

外

国

の

大

学

に

お

い

て

、

社

会

福

祉

学

、

心

理

学

、

教

育

学

若

し

く

は

社

会

学

を

専

修

す

る

学

科

又

は

こ

れ

ら

に

相

当

す

る

課

程

を

修

め

て

卒

業

し

た

者

で

あ

っ

て

、

一

年

以

上

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

も

の

又

は

前

条

第

一

項

第

四

号

ア

か

ら

ウ

ま

で

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

二

年

以

上

で

あ

る

も

の

七

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

高

等

学

校

若

し

く

は

中

等

教

育

学

校

を

卒

業

し

た

者

、

同

法

第

九

十

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

大

学

へ

の

入

学

を

認

め

ら

れ

た

者

若

し

く

は

通

常

の

課

程

に

よ

る

十

二

年

の

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

（

通

常

の

課

程

以

外

の

課

程

に

よ

り

こ

れ

に

相

当

す

る

学

校

教

育

を

修

了

し

た

者

を

含

む

。

）

又

は

基

準

省

令

第

八

十

二

条

第

七

号

の

文

部

科

学

大

臣

が

こ

れ

と



同

等

以

上

の

資

格

を

有

す

る

と

認

定

し

た

者

で

あ

つ

て

、

三

年

以

上

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

も

の

又

は

前

条

第

一

項

第

四

号

ア

か

ら

ウ

ま

で

に

掲

げ

る

期

間

の

合

計

が

五

年

以

上

で

あ

る

も

の

八

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

り

、

小

学

校

、

中

学

校

、

高

等

学

校

又

は

中

等

教

育

学

校

の

教

諭

と

な

る

資

格

を

有

す

る

者

で

あ

っ

て

、

一

年

以

上

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

も

の

又

は

二

年

以

上

教

員

と

し

て

そ

の

職

務

に

従

事

し

た

も

の

（

児

童

生

活

支

援

員

の

資

格

）

第

百

三

条

児

童

生

活

支

援

員

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



一

保

育

士

の

資

格

を

有

す

る

者

二

社

会

福

祉

士

の

資

格

を

有

す

る

者

三

三

年

以

上

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

者

（

生

活

指

導

、

職

業

指

導

、

学

科

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

）

第

百

四

条

児

童

自

立

支

援

施

設

に

お

け

る

生

活

指

導

及

び

職

業

指

導

は

、

全

て

児

童

が

そ

の

適

性

及

び

能

力

に

応

じ

て

、

自

立

し

た

社

会

人

と

し

て

健

全

な

社

会

生

活

を

営

ん

で

い

く

こ

と

が

で

き

る

よ

う

支

援

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

学

科

指

導

に

つ

い

て

は

、

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

学

習

指

導

要

領

を

準

用

す

る

。

た

だ

し

、



学

科

指

導

を

行

わ

な

い

場

合

に

あ

っ

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

３

生

活

指

導

、

職

業

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

に

つ

い

て

は

、

第

六

十

二

条

（

第

二

項

を

除

く

。

）

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

自

立

支

援

計

画

の

策

定

）

第

百

五

条

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

は

、

前

条

第

一

項

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

入

所

中

の

個

々

の

児

童

に

つ

い

て

、

児

童

や

そ

の

家

庭

の

状

況

等

を

勘

案

し

て

、

そ

の

自

立

を

支

援

す

る

た

め

の

計

画

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

業

務

の

質

の

評

価

等

）



第

百

六

条

児

童

自

立

支

援

施

設

は

、

自

ら

そ

の

行

う

法

第

四

十

四

条

に

規

定

す

る

業

務

の

質

の

評

価

を

行

う

と

と

も

に

、

定

期

的

に

外

部

の

者

に

よ

る

評

価

を

受

け

て

、

そ

れ

ら

の

結

果

を

公

表

し

、

常

に

そ

の

改

善

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

児

童

と

起

居

を

共

に

す

る

職

員

）

第

百

七

条

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

は

、

児

童

自

立

支

援

専

門

員

及

び

児

童

生

活

支

援

員

の

う

ち

少

な

く

と

も

一

人

を

児

童

と

起

居

を

共

に

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

関

係

機

関

と

の

連

携

）

第

百

八

条

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

は

、

児

童

の

通

学

す

る

学

校

及

び

児

童

相

談

所

並

び

に

必

要

に



応

じ

児

童

委

員

、

公

共

職

業

安

定

所

等

関

係

機

関

と

密

接

に

連

携

し

て

児

童

の

指

導

及

び

家

庭

環

境

の

調

整

に

当

た

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

等

）

第

百

九

条

児

童

自

立

支

援

施

設

に

お

い

て

は

、

入

所

し

て

い

る

児

童

の

自

立

支

援

の

た

め

、

随

時

心

理

学

的

及

び

精

神

医

学

的

診

査

並

び

に

教

育

評

価

（

学

科

指

導

を

行

う

場

合

に

限

る

。

）

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

十

四

章

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

（

設

備

の

基

準

）



第

百

十

条

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

相

談

室

を

設

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

職

員

）

第

百

十

一

条

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

に

は

、

法

第

四

十

四

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

業

務

（

次

条

に

お

い

て

「

支

援

」

と

い

う

。

）

を

担

当

す

る

職

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

職

員

は

、

法

第

十

三

条

第

二

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

支

援

を

行

う

に

当

た

っ

て

遵

守

す

べ

き

事

項

）

第

百

十

二

条

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

け

る

支

援

に

当

た

っ

て

は

、

児

童

、

保

護

者

そ

の

他

の

意

向

の

把

握

に

努

め

る

と

と

も

に

、

懇

切

を

旨

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



２

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

、

児

童

相

談

所

、

福

祉

事

務

所

、

児

童

福

祉

施

設

、

民

生

委

員

、

児

童

委

員

、

母

子

自

立

支

援

員

、

母

子

福

祉

団

体

、

公

共

職

業

安

定

所

、

婦

人

相

談

員

、

保

健

所

、

市

町

村

保

健

セ

ン

タ

ー

、

精

神

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

、

学

校

等

と

の

連

絡

調

整

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

そ

の

他

の

支

援

を

迅

速

か

つ

的

確

に

行

う

こ

と

が

で

き

る

よ

う

円

滑

に

こ

れ

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

は

、

そ

の

附

置

さ

れ

て

い

る

施

設

と

の

緊

密

な

連

携

を

行

う

と

と

も

に

、

そ

の

支

援

を

円

滑

に

行

え

る

よ

う

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

附

則



（

施

行

期

日

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

高

等

学

校

、

大

学

の

意

味

）

第

二

条

第

三

十

九

条

第

五

号

、

第

五

十

四

条

第

二

項

第

四

号

、

第

六

十

条

第

八

号

及

び

第

百

二

条

第

七

号

に

い

う

学

校

教

育

法

の

規

定

に

よ

る

高

等

学

校

は

、

旧

中

等

学

校

令

（

昭

和

十

八

年

勅

令

第

三

十

六

号

）

に

よ

る

中

等

学

校

を

含

む

も

の

と

す

る

。

２

第

二

十

八

条

第

四

項

、

第

三

十

七

条

第

三

項

、

第

五

十

四

条

第

二

項

第

六

号

ア

、

第

五

十

八

条

第

四

項

、

第

六

十

条

第

四

号

、

第

九

十

二

条

第

三

項

、

第

百

条

第

四

項

及

び

第

百

二

条

第

四

号

に

い

う



大

学

は

、

旧

大

学

令

（

大

正

七

年

勅

令

第

三

百

八

十

八

号

）

に

よ

る

大

学

を

含

む

も

の

と

す

る

。

（

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

の

特

例

）

第

三

条

福

島

県

認

定

こ

ど

も

園

の

要

件

を

定

め

る

条

例

（

平

成

十

八

年

福

島

県

条

例

第

百

六

号

。

以

下

「

認

定

こ

ど

も

園

条

例

」

と

い

う

。

）

第

二

条

に

掲

げ

る

要

件

を

満

た

す

運

営

を

行

う

た

め

に

設

置

後

相

当

の

期

間

を

経

過

し

た

幼

稚

園

（

そ

の

運

営

の

実

績

そ

の

他

に

よ

り

適

正

な

運

営

が

確

保

さ

れ

て

い

る

と

認

め

ら

れ

る

も

の

に

限

る

。

）

と

幼

保

連

携

施

設

を

構

成

す

る

よ

う

保

育

所

を

新

た

に

設

置

し

、

又

は

移

転

さ

せ

る

場

合

に

お

け

る

当

該

保

育

所

（

以

下

「

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

」

と

い

う

。

）

の

保

育

室

又

は

遊

戯

室

に

つ

い

て

は

、

当

該

幼

保

連

携

施

設

の

園

舎

の

面

積

（

乳

児

又

は

満



二

歳

に

満

た

な

い

幼

児

の

保

育

の

用

に

供

す

る

乳

児

室

、

ほ

ふ

く

室

そ

の

他

の

施

設

設

備

の

面

積

及

び

満

二

歳

以

上

満

三

歳

に

満

た

な

い

幼

児

の

保

育

の

用

に

供

す

る

保

育

室

、

遊

戯

室

そ

の

他

の

施

設

設

備

の

面

積

を

除

く

。

）

が

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

学

級

数

の

区

分

に

応

じ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

面

積

以

上

で

あ

る

と

き

は

、

当

分

の

間

、

第

四

十

五

条

第

五

号

の

規

定

を

適

用

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。学

級

数

面

積

（

平

方

メ

ー

ト

ル

）

一

学

級

一

八

〇

二

学

級

以

上

一

〇

〇

に

学

級

数

か

ら

二

を

引

い

た

数

を

乗



じ

て

得

た

数

に

三

二

〇

を

加

え

た

数

に

相

当

す

る

面

積

２

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

の

屋

外

遊

戯

場

に

つ

い

て

は

、

当

該

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

が

構

成

す

る

幼

保

連

携

施

設

の

屋

外

遊

戯

場

及

び

運

動

場

の

面

積

が

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

学

級

数

の

区

分

に

応

じ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

面

積

と

満

二

歳

以

上

満

三

歳

に

満

た

な

い

幼

児

に

つ

き

第

四

十

五

条

第

五

号

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

た

面

積

と

を

合

算

し

た

面

積

以

上

で

あ

る

と

き

は

、

当

分

の

間

、

同

号

の

規

定

を

適

用

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

学

級

数

面

積

（

平

方

メ

ー

ト

ル

）



二

学

級

以

下

三

〇

に

学

級

数

か

ら

一

を

引

い

た

数

を

乗

じ

て

得

た

数

に

三

三

〇

を

加

え

た

数

に

相

当

す

る

面

積

三

学

級

以

上

八

〇

に

学

級

数

か

ら

三

を

引

い

た

数

を

乗

じ

て

得

た

数

に

四

〇

〇

を

加

え

た

数

に

相

当

す

る

面

積

３

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

で

あ

っ

て

、

満

三

歳

以

上

の

幼

児

に

つ

き

第

四

十

七

条

第

三

項

に

規

定

す

る

数

の

保

育

士

を

確

保

す

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

も

の

に

対

す

る

同

項

の

規

定

（

満

三

歳

以

上

の

幼

児

に

関

す

る

部

分

に

限

る

。

）

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

当

分

の

間

、

幼

稚

園

の

教

員

免

許

状

を

有

す



る

当

該

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

が

構

成

す

る

幼

保

連

携

施

設

の

職

員

（

当

該

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

の

設

置

又

は

移

転

の

後

に

新

た

に

採

用

さ

れ

た

者

を

除

く

。

）

で

あ

っ

て

、

保

育

士

と

な

る

資

格

の

取

得

に

努

め

て

お

り

、

そ

の

意

欲

、

適

性

及

び

能

力

等

を

考

慮

し

て

知

事

が

適

当

で

あ

る

と

承

認

し

た

も

の

は

、

保

育

士

と

み

な

す

。

４

前

項

の

規

定

に

よ

る

知

事

の

承

認

の

有

効

期

間

は

、

そ

の

承

認

を

し

た

日

か

ら

三

年

と

す

る

。

５

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

知

事

の

承

認

に

つ

い

て

は

、

当

分

の

間

、

相

当

期

間

に

わ

た

り

保

育

士

を

確

保

す

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

場

合

に

限

り

、

そ

の

有

効

期

間

を

六

年

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。



６

前

各

項

の

規

定

は

、

認

定

こ

ど

も

園

条

例

第

二

条

に

掲

げ

る

要

件

を

満

た

す

運

営

を

行

う

た

め

に

設

置

後

相

当

の

期

間

を

経

過

し

た

保

育

所

（

そ

の

運

営

の

実

績

そ

の

他

に

よ

り

適

正

な

運

営

が

確

保

さ

れ

て

い

る

と

認

め

ら

れ

る

も

の

に

限

る

。

）

と

幼

保

連

携

施

設

を

構

成

す

る

よ

う

幼

稚

園

を

新

た

に

設

置

し

、

又

は

移

転

さ

せ

る

場

合

に

お

け

る

当

該

保

育

所

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

第

三

項

中

「

当

該

特

例

幼

保

連

携

保

育

所

の

」

と

あ

る

の

は

、

「

当

該

保

育

所

と

幼

保

連

携

施

設

を

構

成

す

る

幼

稚

園

の

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

（

経

過

措

置

）

第

四

条

児

童

福

祉

施

設

最

低

基

準

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

十

年

厚

生

省

令

第

十

五

号

）



に

よ

る

改

正

前

の

基

準

省

令

第

八

十

一

条

か

ら

第

八

十

三

条

ま

で

に

規

定

す

る

児

童

の

救

護

事

業

に

従

事

し

た

期

間

は

、

第

百

一

条

か

ら

第

百

三

条

ま

で

に

規

定

す

る

児

童

自

立

支

援

事

業

に

従

事

し

た

期

間

と

み

な

す

。

第

五

条

乳

児

六

人

以

上

を

入

所

さ

せ

る

保

育

所

に

係

る

第

四

十

七

条

第

三

項

に

規

定

す

る

保

育

士

の

数

の

算

定

に

つ

い

て

は

、

当

分

の

間

、

当

該

保

育

所

に

勤

務

す

る

保

健

師

又

は

看

護

師

を

、

一

人

に

限

っ

て

、

保

育

士

と

み

な

す

こ

と

が

で

き

る

。

第

六

条

平

成

十

九

年

四

月

一

日

前

か

ら

引

き

続

き

児

童

福

祉

施

設

最

低

基

準

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

十

九

年

厚

生

労

働

省

令

第

二

十

九

号

）

に

よ

る

改

正

前

の

基

準

省

令

第

八

十

一

条

か

ら



第

八

十

三

条

ま

で

に

規

定

す

る

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

、

児

童

自

立

支

援

専

門

員

又

は

児

童

生

活

支

援

員

で

あ

る

者

に

つ

い

て

は

、

第

百

一

条

か

ら

第

百

三

条

ま

で

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

第

百

一

条

か

ら

第

百

三

条

ま

で

に

規

定

す

る

児

童

自

立

支

援

施

設

の

長

、

児

童

自

立

支

援

専

門

員

又

は

児

童

生

活

支

援

員

と

み

な

す

。

第

七

条

平

成

二

十

三

年

六

月

十

七

日

前

か

ら

引

き

続

き

存

す

る

乳

児

院

、

母

子

生

活

支

援

施

設

、

児

童

養

護

施

設

又

は

児

童

自

立

支

援

施

設

又

は

法

第

十

二

条

の

四

に

規

定

す

る

児

童

を

一

時

保

護

す

る

施

設

（

以

下

「

一

時

保

護

施

設

」

と

い

う

。

）

の

建

物

（

同

日

に

お

い

て

建

築

中

で

あ

っ

た

も

の

を

含

み

、

同

日

以

後

に

全

面

的

に

改

築

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

）

に

お

け

る

こ

の

条

例

の

規

定

の

適

用



に

つ

い

て

は

、

第

二

十

六

条

第

一

号

中

「

ほ

ふ

く

室

、

相

談

室

」

と

あ

る

の

は

「

ほ

ふ

く

室

」

と

、

第

二

十

七

条

第

一

号

中

「

室

及

び

相

談

室

」

と

あ

る

の

は

「

室

」

と

、

第

三

十

六

条

第

一

号

中

「

及

び

相

談

室

を

設

け

る

こ

と

」

と

あ

る

の

は

「

、

調

理

場

、

浴

室

及

び

便

所

を

設

け

る

こ

と

。

た

だ

し

、

付

近

に

公

衆

浴

場

等

が

あ

る

と

き

は

、

浴

室

を

設

け

な

い

こ

と

が

で

き

る

」

と

、

第

五

十

七

条

第

一

号

中

「

居

室

、

相

談

室

」

と

あ

る

の

は

「

居

室

」

と

す

る

。

第

八

条

平

成

二

十

三

年

六

月

十

七

日

前

か

ら

引

き

続

き

存

す

る

乳

児

院

、

母

子

生

活

支

援

施

設

、

児

童

養

護

施

設

、

児

童

自

立

支

援

施

設

又

は

一

時

保

護

施

設

の

建

物

（

同

日

に

お

い

て

建

築

中

で

あ

っ

た

も

の

を

含

み

、

同

日

以

後

に

増

築

さ

れ

、

又

は

全

面

的

に

改

築

さ

れ

た

部

分

を

除

く

。

）

に

つ

い



て

は

、

第

二

十

六

条

第

二

号

、

第

二

十

七

条

第

二

号

、

第

三

十

六

条

第

二

号

若

し

く

は

第

三

号

、

第

五

十

七

条

第

二

号

（

第

九

十

九

条

第

二

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

児

童

福

祉

施

設

最

低

基

準

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

十

年

厚

生

省

令

第

十

五

号

）

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

基

準

省

令

第

十

九

条

第

二

号

、

第

二

十

条

第

二

号

、

第

二

十

六

条

第

二

号

若

し

く

は

第

三

号

、

第

四

十

一

条

第

二

号

の

規

定

を

適

用

す

る

。

第

九

条

平

成

二

十

三

年

六

月

十

七

日

前

か

ら

引

き

続

き

乳

児

院

、

児

童

養

護

施

設

又

は

児

童

自

立

支

援

施

設

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

乳

児

院

等

」

と

い

う

。

）

に

置

か

れ

て

い

る

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

に

相

当

す

る

者

は

、

第

二

十

八

条

第

二

項

、

第

五

十

八

条

第

二

項

、

第

九

十

二

条

第

四

項

又

は



第

百

条

第

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

乳

児

院

等

に

お

け

る

家

庭

支

援

専

門

相

談

員

と

な

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

十

条

平

成

二

十

三

年

九

月

一

日

前

か

ら

引

き

続

き

乳

児

院

、

母

子

生

活

支

援

施

設

又

は

児

童

養

護

施

設

の

長

で

あ

る

者

に

つ

い

て

は

、

第

三

十

条

第

一

項

、

第

三

十

八

条

第

一

項

又

は

第

五

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

施

設

の

長

で

あ

る

も

の

と

み

な

す

。

第

十

一

条

平

成

二

十

三

年

六

月

十

七

日

前

か

ら

存

す

る

障

が

い

者

制

度

改

革

推

進

本

部

等

に

お

け

る

検

討

を

踏

ま

え

て

障

害

保

健

福

祉

施

策

を

見

直

す

ま

で

の

間

に

お

い

て

障

害

者

等

の

地

域

生

活

を

支

援

す

る

た

め

の

関

係

法

律

の

整

備

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

二

年

法

律

第

七

十

一

号

。

以

下

「

整



備

法

」

と

い

う

。

）

第

五

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

法

（

以

下

「

旧

法

」

と

い

う

。

）

第

四

十

二

条

に

規

定

す

る

知

的

障

害

児

施

設

で

あ

っ

て

、

整

備

法

附

則

第

三

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

整

備

法

第

五

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

後

の

法

（

以

下

「

新

法

」

と

い

う

。

）

第

三

十

五

条

第

三

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

基

づ

き

新

法

第

四

十

二

条

に

規

定

す

る

障

害

児

入

所

施

設

と

し

て

設

置

し

て

い

る

も

の

と

み

な

さ

れ

た

も

の

（

同

日

後

に

増

築

さ

れ

、

改

築

さ

れ

る

等

建

物

の

構

造

を

変

更

し

た

も

の

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

は

、

当

分

の

間

、

第

六

十

七

条

第

七

号

の

規

定

を

適

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

同

号

中

「

四

人

」

と

あ

る

の

は

「

十

五

人

」

と

、

「

四

・

九

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

。

た

だ

し

、

乳

幼

児

の

み

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

六

人

以

下

と

し

、

そ

の

面

積

は

一

人

に

つ

き



三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

」

と

あ

る

の

は

「

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

こ

と

」

と

す

る

。

第

十

二

条

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

前

か

ら

存

す

る

旧

法

第

四

十

三

条

の

三

に

規

定

す

る

肢

体

不

自

由

児

施

設

（

通

所

の

み

に

よ

り

利

用

さ

れ

る

も

の

を

除

く

。

）

で

あ

っ

て

、

整

備

法

附

則

第

三

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

新

法

第

三

十

五

条

第

三

項

又

は

第

四

項

に

基

づ

き

新

法

第

四

十

二

条

に

規

定

す

る

障

害

児

入

所

施

設

と

し

て

設

置

し

て

い

る

も

の

と

み

な

さ

れ

た

も

の

（

同

日

以

後

に

増

築

さ

れ

、

改

築

さ

れ

る

等

建

物

の

構

造

を

変

更

し

た

も

の

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

は

、

当

分

の

間

、

第

六

十

七

条

第

七

号

か

ら

第

九

号

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。



第

十

三

条

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

前

か

ら

存

す

る

旧

法

第

四

十

三

条

に

規

定

す

る

知

的

障

害

児

通

園

施

設

で

あ

っ

て

、

整

備

法

附

則

第

三

十

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

新

法

第

三

十

五

条

第

三

項

又

は

第

四

項

に

基

づ

き

新

法

第

四

十

三

条

に

規

定

す

る

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

と

し

て

設

置

し

て

い

る

も

の

と

み

な

さ

れ

た

も

の

に

対

す

る

第

八

十

二

条

第

二

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

児

童

の

数

を

四

で

除

し

て

得

た

数

以

上

」

と

あ

る

の

は

、

「

乳

幼

児

の

数

を

四

で

除

し

て

得

た

数

及

び

少

年

の

数

を

七

・

五

で

除

し

て

得

た

数

の

合

計

数

」

と

す

る

。

２

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

前

か

ら

存

す

る

旧

法

第

四

十

三

条

の

二

に

規

定

す

る

知

的

障

害

児

通

園

施

設

で

あ

っ

て

、

整

備

法

附

則

第

三

十

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

新

法

第

三

十

五

条

第

三

項

又

は



第

四

項

に

基

づ

き

新

法

第

四

十

三

条

に

規

定

す

る

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ー

と

し

て

設

置

し

て

い

る

も

の

と

み

な

さ

れ

た

も

の

に

対

す

る

第

八

十

二

条

第

六

項

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

言

語

聴

覚

士

及

び

」

と

あ

る

の

は

「

聴

能

訓

練

担

当

職

員

（

聴

能

訓

練

を

担

当

す

る

職

員

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

言

語

機

能

訓

練

担

当

職

員

（

言

語

機

能

の

訓

練

を

担

当

す

る

職

員

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

及

び

」

と

、

「

言

語

聴

覚

士

の

数

は

、

四

人

」

と

あ

る

の

は

「

聴

能

訓

練

担

当

職

員

及

び

言

語

機

能

訓

練

担

当

職

員

の

数

は

、

そ

れ

ぞ

れ

二

人

」

と

す

る

。

第

十

四

条

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

存

す

る

保

育

所

（

こ

の

条

例

の

施

行

後

に

お

い

て

当

該

施

設

の

乳

児

室

の

床

面

積

の

変

更

を

伴

う

増

築

又

は

改

築

を

行

う

も

の

を

除

く

。

）

の

乳

児

室

及

び

ほ

ふ



く

室

の

面

積

に

つ

い

て

第

四

十

五

条

第

二

号

の

規

定

を

適

用

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

同

号

中

「

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

」

と

あ

る

の

は

、

「

乳

児

室

に

お

い

て

は

一

・

六

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

、

ほ

ふ

く

室

に

お

い

て

は

三

・

三

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

」

と

す

る

。

第

十

五

条

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

存

す

る

児

童

福

祉

施

設

に

お

け

る

第

七

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

平

成

二

十

六

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

は

、

同

項

中

「

当

該

児

童

福

祉

施

設

の

置

か

れ

た

状

況

に

よ

り

、

火

災

、

風

水

害

、

地

震

、

津

波

そ

の

他

の

災

害

の

態

様

ご

と

に

非

常

災

害

」

と

あ

る

の

は

、

「

非

常

災

害

」

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

平

成

二

十

四

年

十

二

月

日

提

出



福

島

県

知

事

佐

藤

雄

平

（

提

案

理

由

）

児

童

福

祉

法

の

一

部

改

正

に

伴

い

、

児

童

福

祉

施

設

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

た

め

、

こ

の

条

例

を

制

定

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。


